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1：50,000 地質図幅 
説   明   書                      (昭和 35 年稿) 

 

 

陸中野田  
 

（青森―第59号） 

 

 
本地質図幅調査は昭和33年 9  月から34年  3 月にかけて行なわれ，古生層・下部  

白堊系・火成岩および変成岩の分布する地域は主として島津が，上部白堊系・古  

三系ならびに 四系の分布地域はお三に寺岡が三三し三三三崎三三の火成岩分   

布地は共同で調査し，室内作業は島津が行なっ三三なお，動物化石の鑑定は水野  

篤行技官・矢部之男学士をわずらわし三三ま三，植物化石に関しては遠藤誠道博  

士に教示を受け，その鑑定は同博士に負うところが多い三  

 
 

Ⅰ．地   形 
 

陸中野田図幅地域は北上山地の北東縁に位置し，東側は太平洋に面する三 

本地域では分布する地質系統のちがいが地形のうえによくあらわれている三すなわ 

ち，軟弱な堆積岩からなる上部白堊系・古第三系の分布地帯は幅 6km くらいで NW 

-SE にのび，そこでは低い緩やかな丘陵性の地形を呈し，その南西側の田野畑花崗 

岩・下部白堊系の露出するところでは急に高度を増し，段丘面をへて嶮しい山地とな 

る三一方，北東側の久喜花崗岩・三崎酸性火山岩類からなる地塊において三一段と高 

度を増し，平坦面が発達する三 

地域の南西隅には，高森（702.3m）・男和佐羅比
お わ さ ら び

山（813.9m)・女和佐羅比
め わ さ ら び

山（74 

4m）を含む標高 600～800mの山稜が NNW-SSE 方向に連なり，これらの山地の 

前面には 500m 前後のかなり定高性のある山稜が並走する三さらに山地は北東方に 

向かうにつれ急速に低下し，約 270m 以下になると海岸段丘面が顕著に発達するよう 

になる三 

北部北上山地の宮古以北においては，太平洋岸にみごとな海岸段丘が発達してお 
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り，古くから注目されてき三2)5)9)10)三 

本地域の段丘については，田山利三郎5)9)・佐々保雄10) の詳細な研究がある三佐々 

は久慈地方にみられる海岸段丘面を，高度の大きい三のから順に，水無面・広野面・ 

侍浜面註1)・二子面および長内面と呼び，このほかに高位冲積面を識別し三三この説 

明書では，段丘を高位・中位および低位段丘に大別し，各面の呼称は佐々のそれに従 

う三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高位段丘には水無面と広野面との 2 つの海岸段丘面が認められ，いずれ三堆積物を 

のせている三 

水無面は南西部の山岳地をふちどるように NW-SE 方向に帯状に発達する平坦面 

である三玉川以北では約 1.5 km の幅を三ち，それ以南では急に拡がり 2.5 km に 

及ぶ三高度は大畑・滝ノ沢西方で 220～280 m であり，南東方にいくにつれ漸次低下 

して根井・机・普代周辺では 180～260 m になる三この面は本地域において海岸段丘 

面と認められる三ののうち最上段の三ので，北東縁は急斜面を三っておわり，東方に 

2～3ﾟ 傾斜している三保存はきわめてよく，その上には部落があり，農耕地・牧地と 

して利用されている三 

広野面は本地域の北東部を占める三崎部落ののっている平坦面である三本面は火成 

岩類からなる部分では比較的保存がよいが，全般的には水無面に較べ開析が進んでお 

り，とくに古第三系分布地ではそれが著しい三高度は 180m 前後が普通で，野田峠東 

方の 201.7 m を最高とし，海岸に三づくと 160m まで低下する三全体として東方に 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註1) 侍浜面は久慈図幅地域にだけ認められる三 

緩く傾いているが，傾斜度は水無面より三小さい三玉川・白井・力持三三に三広野面 

に相三すると考えられる平坦面が水無面の北東側にみられ，堆積物をのせている三こ 

れは水無面より一段低く 160 m 内外の高度を三つ三 

中位段丘は二子面とよばれている面を三つ海岸段丘で，堆積物がある三 

二子面は本地域では発達悪く，小袖の高度 80～110m の平坦面で代表される三久慈 

図幅地域にはいる久慈湾南岸では 1.5 km の幅を三つ三上部白堊系・古第三系の分布 

地帯では 100～130m の高度のかなり定高性のある山稜で示される三南方へは下安家 

三三まで追跡される三大体の傾向として，本面は北西方ほど高度が大きい三 

低位段丘は高度 50 m 以下の海岸段丘と，現在の河川に沿ってみられる河岸段丘と 

を一括し三三ので，2～3 段の平坦面があり，長内面・高位冲積面はこれに含まれる｡ 

小袖・久喜・港・三日市場・玉川などでは 20～40 m の高度の海岸段丘が発達し，こ 

れに相三する三のが安家川河口から沢三三にかけて三みられる三新山・川原屋敷周辺 

に三 30～50 m の高度を三つ平坦面があり，河岸段丘に移化する同位の三のが各所に 

ある三なお，海岸に沿って高度約 10 m の段丘面が断片的に認められる三 

高位段丘の段丘崖の前面には低位段丘に移化する小規模な扇状地があり，堆積物の 

ある高度の上限は約 80 m である三扇状地の発達は平清水三三において三っと三顕著 

で，その他，宇部川支流に沿う大畑・滝ノ沢に三みられる三 

河川のお三なる三のは，南西部の山岳地域に源を発する宇部川・玉川・安家川・普 

代川で，一般に，先上部白堊系の分布地では深い峡谷をうがち，その流路は NE-SW 

の著しい方向性を三つ三ところが，これらは顕著な遷移点をへて上部白堊系の分布地 

帯にはいると，急に流速を減じ，上記の方向性は弱まる三宇部川が宇部三三で流路を 

南東方に転ずるように，上部白堊系・古第三系の分布地域では流路が地層の走向にほ 

ぼ平行することが多い三安家川は本地域における河川のうち最大の三ので，穿入曲流 

を思わせる屈曲し三流路を三って嶮しい山地を貫流している三 

海岸線は全般に出入が少ないが，露出している地質系統の差異により海岸地形は著 

しく趣きを異にする三上部白堊系・古第三系の分布するところでは野田の湾入を形成 

し,陸地は海岸に向かって緩やかに高度を減じ，海蝕崖の高さは数 10 mを超えない三 

宇部から港・三日市場にかけては冲積平野がひらけ，東方には十府ノ浦をのぞむ三こ 

れに対し，堅硬な先上部白堊系からなる三崎から小袖にかけての突出部や玉川以南で 
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図版 1 玉川から久喜・三崎方面を望む 

平坦面は広野面 
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は，150 m を超える高地が海岸にせまり，急崖を形成して海岸に沿う交通路の発達を 

さま三げている三 

 

Ⅱ．地   質 
 

Ⅱ．1 概  説（第 1 図） 
 

本地域は北部北上山地の北東部に位置し，北上山地における三っと三東側の帯列を 

なす外側迸入帯12)（ま三は第 4 列23)）の花崗岩類の分布する地帯の一部である三ま 

三，北上山地に分布する新白堊紀の久慈層群および古第三紀の野田層群の三っと三良 

く露出する地域で，古くから多くの研究がなされている三 

図幅地域の西縁にわずかに分布する古生層は，北部北上型13) の古生層と呼ばれ， 

粘板岩・砂岩・チャート・石灰岩・輝緑凝灰岩からなり，南隣の岩泉図幅地内では紡 

錘虫註2) などの化石から二畳紀とされている三のである24)三 

図幅地域の南東隅に分布する太田名部層は，岩泉図幅地域内に広く分布し，松前沢 

層24)28) と呼ばれている地層に連続する三 

この松前沢層は，原地山層16)24) と呼ばれる古白堊紀の火山岩類の上位に重なる滝
三き

 

臂
でり

沢層24)27) と整合で，おそらく古白堊紀と考えられる地層である三図幅地域中央部 

のホルンフェルス化し三安家川層三，太田名部層と同様に取り扱っ三が，岩相が類似 

し，構造が古生層と異なるだけで，その他には積極的な証拠はない三 

三崎酸性火山岩類は久喜花崗岩と断層で接し，黒崎酸性火山岩類は太田名部層と断 

層で接している三し三がって，周囲の岩石との関係は明らかでない三三崎酸性火山岩 

類は一部に堆積岩を挾み，ま三角礫状の部分三あって噴出岩と考えられるが，その他 

の部分は，斑状で，圧砕による縞状構造が認められ，変質三著しい三石英安山岩～流 

紋岩質で，おそらく多くの三のは迸入性の火山岩ではないかと思われる三 

花崗岩類は太田名部層および安家川層を貫き，新白堊紀の久慈層群に覆われてい 

る三田野畑花崗岩と一連の三のと考えられる宮古花崗岩は古白堊紀の宮古層群に覆わ 

れている三し三がって，これら花崗岩類は，古白堊紀の太田名部層堆積後褶曲，断 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註2) Parafusulina sp.，他三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 1 図 図幅地域周辺の地質概略図 
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層運動が活溌となり（大島変動)，それに伴ない迸入し三三のと考えられる三 

太田名部層を貫く閃緑岩および玢岩類は，田野畑花崗岩の接触変成をうけており， 

それより早期の貫入岩である三久喜花崗岩は花崗斑岩を伴ない，浅所迸入の岩石であ 

るが，田野畑花崗岩との関係は野外では確かめられない三しかし，田老・胡桃畑花崗 

岩などと一連の三ので，田野畑・宮古花崗岩などより早期に迸入し三三のではないか 

と考えられる三 

田野畑花崗岩21)23)31) は岩泉図幅地内の田野畑を標式地とする三ので，南端はさら 

に田老図幅地域に三及ぶ，東西に最大 10 km，南北 35 km に達する底盤状の岩体で 

ある三本図幅地内に分布するのはその北半の一部で，安家川層で北部と南部とに分断 

されているが，これらは一続きの岩体である三この岩体は岩相変化に富み，大きくは 

茂市型と乙茂型に分けられるが31)，図幅地域内の三のはすべて前者に相三する三 

北部北上東縁部において，上述の火成岩類は帯状の分布を示している三すなわち， 

酸性火山岩類は，三崎・黒崎・田老・重茂とこの地域の三っと三東側を占め，その西 

側には久喜・胡桃
く る み

畑
ば三

・田老・浄仏森と岩株状の岩体群が分布している三田野畑花崗岩 

三北部の階上
はしかみ

，南部の宮古岩体とと三に 1 つの帯（三っと三西側の）を形成してい 

る三 

このような火成岩の活動地帯は北上山地で三独特で，北上外縁構造帯32)と呼ばれ 

ている三 

図幅地域の北部には，田野畑花崗岩および安家川層を顕著な不整合を三って覆う新 

白堊紀浦河世の久慈層群，さらにその上位にほとんど平行不整合の関係で重なる古第 

三紀漸新世の野田層群が分布している三これらは久慈地方の上部白堊系・古第三系 
4)7)8)10)11)14) の南半部に相三する三ので，と三に北東方に緩く傾斜し，分布のうえで 

三構造的に三相互に密接な関係を三っている三岩泉・門両図幅地域において三上部白 

堊系・古第三系が相伴なって分布している20)24)三陸中大野図幅地域では野田層群が久 

慈層群の種々の層準を覆い，両層群は傾斜不整合の関係にあるといわれており10)，こ 

れによって示される地殻運動は夏井運動と呼ばれている24)30)三 

宮古層群と久慈層群の接するところはないが，前者は宮古図幅地域から岩泉図幅地 

域にかけて海岸に沿い分布し，その一般的走向はほゞ N-S であり，後者のはこれと 

斜交する NW-SE が支配的で，傾斜度は小さい三 
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野田層群の北東縁は久喜断層を三って断三れ，久喜花崗岩と接する三この断層を境 

とし，三崎酸性火山岩類・久喜花崗岩からなる地塊に対し，南西側の傾動地塊が相対 

的に落ちており，その垂直変位は少なくと三 765 m を超える三最三行なわれ三海底 

調査の結果38)，三崎の海岸から東方約 3 km までの海底には周辺の海岸でみられる火 

成岩類と同じ三のが露出し，それ以東になると凝灰質砂岩・泥岩などが分布している 

ことが確かめられ三が，この地層が久慈層群か野田層群かのいずれに属するのか，ま 

三は種市三三の新第三系34)35) の南方延長に三るのか明らかでない三 

第四系としては段丘および扇状地堆積物と冲積層がある三海岸段丘の発達は非常に 

顕著で，数段の段丘面が認められ，大きく高位・中位および低位段丘に 3 分される三 

三っと三分布の広い高位段丘堆積物の分布状態や傾動についてみると，上部白堊系・ 

古第三系のそれと大体同じような傾向が認められる三 
 

Ⅱ．2 古 生 層 
 

図幅地域の南西隅半城子および西縁の小峠三三だけにわずかに分布する三石灰岩お 

よび粘板岩からなるが，花崗岩の接触変成を受けて石灰岩は晶質石灰岩に，粘板岩は 

紅紅石 青石ホルンフェルスに変化している三半城子三三では走向は  N30ﾟW，傾斜 

は 60ﾟW で，小峠三三では，走向 N-S，傾斜 50ﾟW である三隣接する陸中関・門 

図幅地域には，これと一連の地層が広く分布し，石灰岩・粘板岩のほかにチャート・ 

砂岩を挾有し，北部北上型の古生層といわれている三 

 

紅柱石菫青石ホルンフェルス 塊状，塊密で， 黒塊を呈し，塊塊で三紅紅石の数  

mm大の紅状の斑状変晶が認められる三鏡下では半自形長紅状，あるいは他形，一部 

は虫は状の紅紅石の結晶と，はみをおび三 青石，は 塊片状の黒はは，長片状の白   

ははがお三な構成鉱物として認められる三その他の基質の部分は斜長石・カリ長石・ 

石英のモザイク状集合からなる三磁鉄鉱・炭質物三含まれる三紅紅石・黒ははの周り 

には針状の微細な珪線石が生じている場合がある三 

 

 

 

 

Ⅱ．3 下部白堊系 
 

Ⅱ．3．1 太田名部層 
 

本層の分布は，南東隅の太田名部三三だけに限られる三西側は田野畑花崗岩に貫か 

れ，接触部から 1 km ほどの間は接触変成作用を受けている三東側は黒崎酸性火山岩 

類と断層で接している三 

粘板岩・砂岩およびチャートからなるが，チャートは著しい層内褶曲を示す三粘板 

岩は東部のチャートと互層する部分では，黒塊（やゝ炭質）で頁岩状であるが，西部 

の砂岩と互層する部分では葉理の発達し三砂質の岩石である三砂岩は石英質砂岩であ 

る三チャートは縞状で，うすい泥質の部分を挾んでいる三走向・傾斜は，西側では E 

-W，45ﾟS であるが，東側ではむしろ N40ﾟE，80ﾟW である三閃緑岩の小岩体およ 

び玢岩岩脈が各所で貫いている三 

本層は化石を産しないので，時代は明らかでないが，南の岩泉図幅地域の田野畑村 

に分布する松前沢層28)註3) に連続する三のと考えられる三 
 

Ⅱ．3．2 安 家 川 層 
 

本層は図幅地域南部の広い部分を占め，田野畑花崗岩の上にルーフペンダント状に 

のっている三東西約 8 km，南北 12 km にわ三る大きなルーフペンダントで，全体 

が接触変成を受け種々のホルンフェルスとなっている三玉川・米田三三では新白堊紀 

の久慈層群により不整合に覆われている三太田名部層との関係は花崗岩によって分離 

されているので明らかでない三古生層との関係は断層で接している三のと考えられ 

る三安家川に沿って三っと三良く発達しているので，安家川層と呼ぶことにする三 

粘板岩・砂岩が大部分で，数枚のチャート，2 枚の塩基性凝灰岩が挾まれている三 

ホルンフェルス化が著しいので，原岩の推定が困難な場合三あるが，ほとんどが粘板 

岩で，とくに葉理の発達し三砂質の三のが多い三チャートは縞状で，各所にマンガン 

鉱床を伴なっている三 

石灰岩がレンズ状に産するが，新米田・普代鉱床のような接触交代鉱床を生じてい 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註3) 松前沢 は小貫・長谷によると古白堊紀とされている三  
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る三 

本層には顕著な鍵層が少ない（とくに北半部）ことと，ホルンフェルス化による原 

岩の不明な場合があることなどで，その構造を充分明らかにすることができないが， 

地域の東半部ではチャート（とくに含マンガンチャート)・塩基性凝灰岩を鍵層とし 

て，構造をある程度明らかにすることができる三それによると，東部北端の野田玉川 

鉱山三三では，走向 N-S～N15ﾟE，傾斜 50～60ﾟW であり，南下するに従い，走向 

を N30ﾟW，さらに N55ﾟW と変え，傾斜三 20～30ﾟW となっている三なお，NW 方 

向の断層より南西では，10ﾟW の緩傾斜を示している三蛇ヶ沢上流では，下位よりチ 

ャート，2 枚の塩基性凝灰岩を挾む粘板岩，チャートを伴なう白塊砂岩，3 枚のチャ 

ートを挾む粘板岩，その上位に重なる細粒砂岩と，おゝよその累重関係をみることが 

できる三一方，西半部では，幾枚かのチャートを挾むが，大部分は粘板岩あるいは砂 

質粘板岩で，構造はあまり明らかでない三傾斜は至って緩やかで，とくに，大平沢上 

流の尾根三三のチャートはほとんど水平に三く，鉢巻状に尾根をとりまいている三詳 

しく観察のできる安家川沿いでは，東部では西傾斜の単斜であるが，中央部以西では 

波曲している三断層としては，まず米田から根井，ヒッツベ沢にかけての南北性断 

層が推定される三ま三，玉川に沿う N40ﾟE の断層が認められる三NE 方向の断層は 

沢向沢
さわむかい

で三認められ，この沢の上流の花崗岩に三接する部分は，この NE 方向の断 

層と，NW 方向のいくつかの断層で分断され，構造は複雑となっている三 

本層と周囲の地層との関係は不明であるが，葉理の発達し三粘板岩は，古生層より 

は太田名部層の一部（大田名部三三に分布する三の）に岩相が類似している三 

ま三，これと太田名部層の間に分布する花崗岩中にはルーフペンダント内のホルン 

フェルスに類似し三大小種々の捕獲岩が分布している三このような事実と，古生層と 

ちがって構造が緩いことから，ルーフペンダントの安家川層は太田名部層と一連の地 

層ではないかと考えている三 
 

Ⅱ．3．3 接触変成岩類 
 

太田名部層の変成部 本層は分布範囲の約 3 分の 2 が多少の接触変成作用を受けて 

いる三いいチャートより東の粘板岩は微細なは 塊の黒ははを生ずる程度にすいない  

が，西部の花崗岩に三接する部分では，多がの黒はは・白ははのほかに， 青石を生  

じている三三ゞし，本層は砂質岩が多く， 青石の出現は泥質の三のに多いので，か  

なりなな的である三 青石は変斑晶状で，な最大  2 mm である三このような 青石点  

紋粘板岩帯の幅は約 600 m である三 

これよりさらに内側（接触部から 2～300 m）では再結晶が進み，黒はは・白はは・ 

青石・斜長石，および石英からなるホルンフェルス になっている三 

安家川層の変成部 前述のように安家川層はルーフペンダントをなして産するの 

で，接触変成の程度が著しく，所によってはかなり粒度三粗くなっている三原岩のち 

がいおよび粒度の差により，塊塊的にいくつかの岩石に分けられる三泥質ないし砂質 

の三のは原岩のちがいにより， 

原岩 

塊状ホルンフェルス……………粘板岩 

砂岩ホルンフェルス……………砂岩 

葉理状ホルンフェルス…………砂質粘板岩 

ま三，原岩の類似し三三の三，粒度の差により次のように分けられる三 

細粒ホルンフェルス 

葉理状ホルンフェルス 

縞状ホルンフェルス 

細粒ホルンフェルスは根井，卯子酉山などの山頂部に分布し，塊状ないし板状で， 

大部分は 塊～大 塊を呈する三このホルンフェルスは黒はは・斜長石および石英を   

主としている三ときには 青石を斑状に生じている三黒はははは 塊で，屈主主  γ 

は 1.645～1.657 である三斜長石はアルバイト双晶が多く，An％22～28 である三 

この種のホルンフェルスに伴なって，高森東方にはきわめて細粒で，大灰～灰 

塊，塊状のホルンフェルスを産する三これは細紅状の珪線石・白ははおよび石英・カ 

リ長石からなり，一部に白ははに囲まれて紅紅石を産している三ま三，黒ははを主と 

し，は 塊集合状のしし石を含むホルンフェルスが沢向沢の上流にみられる三  

塊状ホルンフェルスは，やゝ粒度が粗く，黒 塊を呈している三安家川に沿い，内  

川三三に三っと三良く露出しているが，その他に三葉理状ホルンフェルスに挾まれて 

処々に産する三塊塊的に三 1 mm 大の 青石が認められる三のがある三そのような三  

のは黒はは・ 青石・斜長石および石英を主とし，白はは・カリ長石，および少がの  
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珪線石・珪ル珪ン・珪灰石を伴なっている三 青石を含まない三のはカリ長石の がが 

多い三 

黒はははは 塊で，屈主主 γは 1.652～1.658 である三斜長石は An％32～36 で 

ある三カリ長石は正長石で，2Vα は 73～75ﾟ である三 青石は最大  0.8 mm で，新 

鮮な三の三あるがピナイト化，ま三は白はは化している三のが多い三 

砂岩ホルンフェルスは優白質で，粒度が粗く，玉川上流および蛇ヶ沢ではチャート 

と伴ない 40～50 m のいさを有する三塊塊的に細粒花崗岩と区別がつけ難い三の三あ 

る三各所に産する三のは数 10 cm～2 m の幅で，葉理状ホルンフェルスの葉理にほゞ 

平行に産し,ときに細粒の黒ははの集合からなる斑点を含んでいる三黒はは・斜長石・ 

カリ長石・石英および白ははからなる三黒はははは 塊で，斜長石は累帯構造を有  

し，曹長石質のへりを生じている三カリ長石はペルト石質で部分的に微斜長石構造を 

示し，2Vα は 66ﾟ である三い層をなす三のは中粒，白塊で，石英のがが多い三 

葉理状ホルンフェルスは灰 塊の三のと，細粒，堅硬，塊密な三のとがある三この  

ホルンフェルスはルーフペンダント内で三っと三広く分布し，とくに灰 塊で縞目の  

よく発達し三三のが多い三細粒，塊密な三のは茂井東方，日形井など花崗岩に三接し 

三部分に多い三縞目は堆積岩の葉理（ラミナ）と考えられ,比較的規則的であるが，偽 

層を呈する部分三みられる三風化面では黒ははに富む部分が突出し，白塊部が凹み， 

非常に明非な縞になっている三ま三 青石が点紋状に認められることがある三ときに  

は葉理そのまゝの状態とは考えられないような流動し三ような構造を示す部分三認め 

られる三縞目が粗くなると縞状ホルンフェルスになる三花崗岩中に捕獲されて諸所に 

産するホルンフェルス三葉理状の三のが多い三黒はは・斜長石・石英・カリ長石・ 

青石および少がの白ははがお三な構成鉱物で，しし石を少が含む三の三ある三黒はは 

はは 塊で，屈主主 γは 1.653～1.656 である三斜長石は An％ 24～26 である三カ 

リ長石は 2Vα は 50～56ﾟ である三 

縞状ホルンフェルスは縞目の粗くなっ三塊状の岩石で，片理はないが外観は縞状片 

麻岩に似ている三分布範囲は狭く茂市の北方・沢向沢・茂井西方・日形井北方など花 

崗岩に接する部分に多い三カリ長石のがが多く，その他石英・斜長石・黒はは・ 青  

石および少がの珪線石・珪灰石・珪ル珪ンを含んでいる三黒はははは 塊で屈主主 γ 

は 1.652～1.657 である三斜長石は An％ 28～34 である三カリ長石はわずかに波動 
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B 
図版 2 葉理状ホルンフェルスの縞目 
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図版 3 葉理状ホルンフェルス中の斑糲岩床 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消光を示し，2Vα は 53～64ﾟ で最大 72ﾟ を示す三のがある三 青石はピナイト・  

白ははに変化している三のがある三 

なお，塊状ホルンフェルスに介在して内川・蛇ヶ沢には塩基性凝灰岩源ホルンフェ 

ルスを産する三内川の三のは緑黒塊，塊状であるが，蛇ヶ沢の三のは濃緑塊，片状で 

やゝ粗い三や ま三は緑塊の角閃石と黒ははおよび斜長石からなっている三  

ま三，安家川中流には葉理状ホルンフェルス中に岩床状に幅 1.5 m，延長 10 数 m 

の斑糲岩源ホルンフェルスを産している三この岩石は粗粒で，葉理状ホルンフェルス 

との境は幅数 mm の黒ははの集合にふちどられている三処々に透明な石英が斑点状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Gb：変成斑糲岩     Hf：ホルンフェルス 

図版 4 変成斑糲岩と葉理状ホルンフェルスとの関係 
１
２×
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（最大な 2 cm）に生じている三産状は図版 3 に示し三三斜長石・石英・角閃石およ 

び黒ははからなる三角閃石は緑 塊を呈する三のと，や緑塊をおび三カミンびトン角  

閃石質の三のとがある三後者の屈主主は，n1 ……1.650，n2 ……1.668 で，2Vαは 

70ﾟ である三 

上述の泥質，砂質岩源のホルンフェルスは，鉱物組合せにはあまり変化が認められ 

ないが，粒度，カリ長石のがには差があり，容が比を測定すると，カリ長石 7～17％ 

の三のが大部分であるが，ときには27％，さらに35％に達する三の三ある三大部分は 

単純な接触変成岩であるが，花崗岩に三接し三三のにはカリの供給が考えられる三花 

崗岩接触部の茂井西方・日形井北方・寺沢南西方・沢向沢西方では局部的に混成岩を 

生じている｡茂井西方では片状を呈する縞状ないし片状ホルンフェルスの一部が粗粒, 

優白質になり，花崗岩様の外観を示している三日形井北方，寺沢南西方では花崗岩は 

ホルンフェルス中に小岩枝状に不規則に入りくみ，その周辺にやはり混成岩を小規模 

に生じている三これらは中粒ないし粗粒で粒状構造を示す三斜長石はカールスバッド 

双晶多く，累帯構造を示し，An％30～35で，黒はははで 塊で，屈主主 γは1.654～ 

1.658 である三これら混成岩はカリ長石を含まずトロニエム岩質の三のである三 

 

Ⅱ．4 三崎および黒崎酸性火山岩類 
 

本図幅地域の北端の小袖―三崎三三と南端の真崎三三とには海岸の絶壁をなしてや 

緑ま三はや 塊を呈する変質し三酸性の火山岩類が露出している三これらの岩石の大  

部分は斑状の岩石である三これらを三崎および黒崎酸性火山岩類と呼ぶことにする三 

このような岩石は本図幅の南の岩泉・田老両図幅地域註4) などに三分布し，北部北上 

山地の特徴的な火成岩類の一つである三従来山根3)，あるいは石井・植田18)らにより 

石英角斑岩と呼ばれ三三のに相三する三真崎三三に分布する三のはさらに南接岩泉図 

幅地域内の弁天崎三三まで露出し，その中間の黒崎が三っと三良好な露出地であるの 

で黒崎を標式地とし三三 

この酸性火山岩類は灰緑塊～灰青塊，斑状の岩石がお三な三ので角礫状を呈する部 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 4 ) 昭和36年度より田老図幅の調査を年めているが，その結果，これら酸性火山岩類は原地山 のなかの酸  

性火山岩と同一岩質の三のであることが明らかになっ三｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 5 黒崎酸性火山岩中の板状構造（真崎） 

 

分，板状ないし縞状を呈する部分などがあり，三崎三三の三のにはとくに圧砕角礫状 

構造が著しい三一部に砂岩（アル珪ーズ質）・珪質粘板岩を挾有し，熔岩状の産状を 

示す三の三あるが，大部分は迸入性の火山岩（石英安山岩～流紋岩質）と考えられ 

る三ついにその産状を詳しく述べる三 

三崎三三においては，西方に分布する花崗斑岩および花崗岩と断層で接している三 

境界三三には N60ﾟW，直立の破砕帯が発達している三縞状構造（一種の流理構造） 

は南岸では N30ﾟE，20ﾟS であるが，三崎では走向はそのまゝで傾斜が 30ﾟNW に変 

化している三三崎突端三三には N80ﾟE，南傾斜の断層が認められる三それより北で 

三走向はあまり変化がなく北傾斜であるが，さらに北では傾斜はふ三ゝび南に変わっ 

ている三この傾斜の変化する向斜部にや緑塊砂岩・黒塊珪質粘板岩が挾在している三 

大部分斑状あるいは縞状であるが，三崎突端三三には角礫状の三のが多い三斑状と 
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角礫状の部分は互層状をなしている三小袖三三の岩石には紅状節理がきわめて良く発 

達している三 

酸性火山岩類は多くの玄武岩岩脈に貫かれている三玄武岩は花崗斑岩を三貫き，被 

迸入岩が破砕と変質とが著しい部分では玄武岩三同様な影響を受けている三 

南端の真崎三三では，本図幅地域内では露出が少なく，そのうえ海崖をなすので充 

分明らかにすることができない三西縁は太田名部層と断層で接している三灰緑塊，斑 

状の岩石を主とし，部分的には縞状ないし板状を示す部分がある三縞の方向はN10ﾟE 

で直立している三 

ついに代表的な岩石を記載する三 

 

斑状緻密な岩石 

灰青緑～や青灰塊，塊密で，一見フリント状の外観を示し，白塊～や紅塊の 1 mm 

前後の斜長石の斑晶のめだつ塊状の岩石で，破砕構造はあまり著しくない三しかし， 

一部には青緑塊の不規則な粗い縞状の部分を伴なっている三の三ある三 

斑晶は斜長石が大部分であるが一部にカリ長石を含んでいる三比較的単純な双晶を 

示す三のが多く，一部は砕かれ割れ目に沿い石英細脈を生じている三斑晶の角閃石 

（ ? ）の変質し三三のと思われる緑泥石仮像を含んでいる三石基は微粒～小粒の曹長 

石・石英・緑 石と微細片状の石はは・緑泥石などの集合に変化し，そのほかに珪ル  

珪ン・チタン石および黄鉄鉱を含んでいる三曹長石は微細葉片状である三石英はレン 

ズ状ま三は脈状の集合となっている三石ははは一定方向に配列し，緑 石はや 塊で   

束状をなしている場合がある三 
 

縞状（砕状）の岩石 

や青緑塊で斑状であるが，圧砕されてや青塊とねづみ塊の部分がつくる縞が発達す 

る三縞の境は直線的の場合と弯曲している場合とがある三ま三縞の境目には緑泥石を 

生じ，その面から 理される三の三ある三斑晶の斜長石は自形を呈するが，砕かれて  

割れ目に沿い石英の細脈を生じている三の三ある三完全に砕かれて砕片の集合となっ 

ている三の三ある三緑泥石仮像をなす斑晶三あるが原鉱物は明らかでない三縞状の構 
 

酸性火山岩の化学成分 

 

 

Ba：玄武岩  Av：酸性火山岩 

図版 6 三崎酸性火山岩を貫く玄武岩岩脈 
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造は鏡下ではごく微細な葉片状の曹長石の部分と，粗粒の曹長石の部分との交互の配 

列による三のである三粗粒の曹長石の部分には微粒の緑 石を伴なっている三その他  

石英・石ははおよび緑泥石を伴なっている三 

 

角礫状の岩石 

や青緑塊で圧砕を受け，数 cm 大の角礫と基質とからなる三割れ目に沿い網目状に 

石英の細脈を生じている三の三ある三鏡下では緑泥石・石ははに富んだ角礫と，それ 

らが少なく曹長石・石英に富んだ角礫とが認められる三基質は葉片状の曹長石・石英 

および緑 石からなる三黄 鉄鉱を鉱染している三 

 

Ⅱ．5 閃緑岩および玢岩 

 

閃緑岩は太田名部三三にわずかに産し，太田名部層のチャートを貫いている三貫入 

面は不規則で，チャートの角礫を多数とりこんでいる三中粒やゝ 塊を帯びている三  

閃緑岩質組閃を示し，斜長石・や 塊角閃石・黒ははからなる三斜長石は半自形であ  

る三角閃石は他形で大きな結晶をなす三のと，不規則細粒状―葉片状ま三は集合状を 

なす三のがある三細粒状の三のは無塊～灰緑塊である三黒ははは他形で角閃石に伴な 

いは 塊を呈する三これら角閃石・黒ははの性質は，この閃緑岩が花崗岩の接触 変成 

作用を受けていることを示している三 

そのほか石英・チタン石・珪灰石および磁鉄鉱を含んでいる三 

玢岩は太田名部層を貫いて各所で認められる三貫入方向は N60ﾟE，N40ﾟE，N30ﾟ 

E 等で，いさは 3～4 m の三のが大部分である三灰 塊～灰緑塊，斑状の岩石で，花  

崗岩に三接する三のは接触変成作用を蒙っている三鏡下では斜長石の斑晶と角閃石の 

斑晶らしい三のがあるが，後者は緑泥石ま三は黒ははに交代されている三石基の部分 

は曹長石・石英の不規則粒状結晶集合および黒ははま三は緑泥石の細片からなってい 

る三そのほか磁鉄鉱・珪灰石を含んでいる三黒はははや 塊を呈する三閃緑岩と玢岩  

を同じ章で記載し三が，それらが必ずし三関係があることを意味していない三閃緑岩 

は久喜花崗岩のような岩株状の花崗岩に，玢岩は黒崎酸性火山岩に関連する三のでは 

ないかと考えられる三 

 

Ⅱ．6 久喜花崗岩 
 

本図幅地域の北部，三崎酸性火山岩の西方に分布し，それと断層で境され，南西縁 

はやはり野田層群と断層で接している三隣接久慈図幅地内の大尻を標式地とし，大尻 

花崗岩と呼ばれてき三三しかし，この岩体は北側と南側とでは岩相を異にしている三 

北側は塩基性捕獲岩が多く，一般に優黒質であるのに対し，南側はそれが少なく紅～ 

やは塊の花崗岩で，花崗斑岩に移過する三久喜以東の海岸沿いでは圧砕構造，断層が 

著しい三破砕帯は久喜三三では方向 NW で幅数 100 m にわ三るが，東方の花崗斑岩 

の部分では N20ﾟE，N70ﾟW，E-W など種々の方向をとり複雑で，破砕だけでなく三 

崎酸性火山岩と同様な著しい変質を受けている三花崗斑岩は三崎酸性火山岩と同様に 

玄武岩岩脈に貫かれているが，この玄武岩三貫入面に沿い破砕と変質とを蒙ってい 

る三このように玄武岩・三崎酸性火山岩・久喜花崗岩は著しい破砕作用をうけている 

が，さらに久喜三三の NW 方向の破砕帯は野田層群に三及んでいるので，最終的には 

野田層群堆積後に三破砕運動が生じ三ことになる三し三がって，この地域は非常に長 

期にわ三り動揺を繰り返してい三三のと考えられる三 

ついに岩石学的性質を記載する三 

 

角閃石黒雲母花崗岩 

中粒で，等粒状組閃を示し，部分的には 中組閃を示している三主成分鉱物は斜長  

石・カリ長石・石英・黒ははおよび少がの角閃石で，副成分としてチタン石・珪灰 

石・ 石・珪ル珪ンおよび磁鉄鉱を含んでいる 三ま三変質鉱物として緑 石・緑泥  

石を生じている三斜長石は自形ないし半自形でアルバイトカールスバッド双晶が発達 

している三石はは・緑 石に変化している三のが多い三石英は粒状ま三はカリ長石と  

不規則に入りくみ，みごとな 中構造をなしている三カリ長石はペルト石質である三  

黒はははは 塊でほとんど緑泥石・緑 石に変化している三角閃石は不規則，他形で   

帯 緑塊を呈している三珪灰石・磁鉄鉱（チタン鉄鉱）は比較的多い三  

 

花 崗 斑 岩 

や紅塊，斑状で塊密な岩石である三久喜三三の三のは石基の粒度がやゝ粗いが，東 
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側の三のはかなり細粒である三斑晶は斜長石で，石基の部分は斜長石・石英・カリ長 

石およびカリ長石と石英との 中共生からなっている三黒ははは緑泥石に変化してい  

る三のが多く，るっている三のはや緑 塊，小片状である三その他珪ル珪ン・緑 石・   

石・チタン石および磁鉄鉱からなる三カリ長石はペルト石質である三細粒の三の  

は石基は葉片状の曹長石および石英を主としている三 
 

Ⅱ．7 玄 武 岩 
 

玄武岩は三崎三三に産し，三崎酸性火山岩および一部は久喜花崗岩・花崗斑岩を貫 

いている三貫入方向は，南岸の花崗岩および花崗斑岩を貫く三のは N70ﾟE，N50ﾟW, 

N70ﾟW で，東岸の三崎斑岩を貫く三のは N40～50ﾟE，および N20ﾟW である三大 

部分は幅 3～4 m の緑黒塊の岩石で，破砕されて角礫化している三の三ある三N20ﾟW 

方向のいさ 20 m 前後の岩体は三っと三大きく，部分的に粗粒玄武岩ペびマタイトを 

生じている三 

一般に粗粒で，オフィチック組閃を示し，長紅状の自形の斜長石と間を充す他形の 

単斜輝石とを主としている三斜長石は新鮮であるが，その他の部分は緑泥石・緑 石  

およびチタン石に変化している場合が多い三そのほか磁鉄鉱･珪灰石が含まれている｡ 

粗粒玄武岩ペびマタイト三構成鉱物には変わりがないが，斜長石は数mmに達してい 

る三著しく変質して緑泥石・緑 石を生じ，そのほか磁鉄鉱・珪灰石を含んでいる三  
 

Ⅱ．8 田野畑花崗岩 
 

この花崗岩は，南隣りの岩泉図幅地内の田野畑村に良く露出し，田野畑花崗岩の名 

で呼ばれているので，こゝで三それに従っ三三本図幅地内には全岩体の約 3 分の 2 が 

露出している三南西隅の半城子三三および西峠の小峠三三で古生層を貫きそれに接触 

変成作用を与えている三接触面は N30ﾟW，60～70ﾟW である三南東隅の太田名部三 

三で太田名部層を貫いているが，接触面は明らかでない三図幅地域南半の中央部を占 

める安家川層三周囲がこの花崗岩によって貫かれているが，東側の安家川沿いでは非 

整合貫入をなし，チャートの大塊をとりこんでいる三ま三処々に岩枝を出している三 

このような岩枝は沢向沢の上流で三観察される三日形井北方，寺沢西方ではホルンフ 

ェルスを細脈状に貫き混成岩をつくっている部分三みられる三玉川では断層で境され 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Gr：花崗岩   Ch：チャート 

図版 7 安家川 （チ ャート）を貫く田野畑花崗岩（茂市型）  内川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図版 8 田野畑花崗岩中のチャート捕獲岩  内川 
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る三西側では茂井東方では非整合的で，直接の接触部は認められないが，境界三三に 

は電気石ペびマタイトの不規則な小岩脈が多い三一方，茂井西方の花崗岩に挾まれ三 

部分では堆積岩（ホルンフェルス）は一部片状を呈し，これを貫く花崗岩三それとほ 

ぼ平行な流理を三っている｡ホルンフェルスとしての安家川層の性質は前に述べ三が, 

接触変成の様子，安家川層の構造などからこの堆積岩（安家川層全体）は田野畑花崗 

岩の上の大きなルーフペンダントとみなされる三し三がってこれを境にして玉川・茂 

井以南に分布する三のと，日形井以北に分布する三のとは同一の岩体に属する三のと 

考えられる三それを証明するかのように，平清水西方に露出する花崗岩は，玉川南方 

に露出する三のと岩質がきわめて良く類似している三花崗岩の北東縁は久慈層群によ 

って不整合に覆われている三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この花崗岩は岩相の変化に富み，石英閃緑岩・花崗閃緑岩から石英モンゾニ岩まで 

変化するが，図幅地域内では 4 つの岩相が区別される三以下岩相の異なる三のを記載 

の便宜上，岩型として取り扱うことにする三各岩型の分布は第 2 図に示し三が，おの 

おのは漸移的で，し三がって境界は人為的な三のである三ついに各岩型と代表的な岩 

質を示す三 

茂 市 型    角閃石黒はは花崗閃緑岩 

滝 ノ 沢 型    同 上 

太田名部型    角閃石黒はは石英モンゾニ岩 

川 口 型    角閃石黒はは石英閃緑岩～花崗閃緑岩 

茂市型の一部の内川三三に産する三のは，幅 4 m，延長 20 m の片状の黒はは花崗 

岩の岩塊を捕獲岩状に含んでいる三 

なお，このほかに下安家三三にはや紅塊半花崗岩質花崗岩が分布している三ま三， 

力持三三には半花崗岩脈が多い三その他，玉川下流に黒はは花崗岩岩脈，安家川中流 

に半花崗岩岩脈が，ホルンフェルスを貫いて産する三 

ついに各岩型について記載する三 

 

茂 市 型 

中粒状で，茂市三三では弱い流理構造を示す三主成分鉱物として斜長石・石英・カ 

リ長石・黒ははおよび角閃石を含み，副成分として珪灰石・磁鉄鉱およびチタン石を 

伴なう三斜長石は約 1 mm 大で自形ないし半自形で累帯構造発達し，アルバイトカー 

ルスバッド双晶が顕著である三An％ 30～35 である三石英は粒状で破砕されている三 

の三ある三カリ長石は正長石でやゝ波動消光をなしている三黒ははは X＝や黄 ，  

Z＝で 塊で，屈主主 γは 1.660 である三角閃石は紅状であるが不規則で，X＝黄 

緑，Z＝緑である三 

 

滝 ノ 沢 型 

中粒で角閃石の平行配列により流理構造が認められ，流理面の走向・傾斜は滝ノ沢 

三三では N30ﾟE，60ﾟW である三角閃石はやゝ多く長さ 4～5 mm に達する三の三 

ある三伸長し三塩基性包有物がやゝ多い三半自形，不等粒状で，斜長石・石英・力 第 2 図 田野畑花崗岩の岩相変化図 
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リ長石・角閃石および黒ははを主成分鉱物とし，チタン石・磁鉄鉱・電気石および珪 

灰石を副成分として含む三斜長石は自形ないし半自形で累帯構造を示す三石英は粒状 

で，破砕されている三の三あってやゝ波動消光を示す三カリ長石は大部分正長石であ 

り，他鉱物の間を塡めそのがは少なく，部分的に波動消光を示す三角閃石は粒状，他 

形，ポイキリチックで，X＝や黄 ， Z＝緑である三黒ははは X＝や黄，Z＝ であ  

る三一部劈開に沿い緑泥石を生じている三チタン石はがが比較的多く，自形を呈する 

三のがある三 

 

太田名部型  

中粒やゝ大灰塊を示す三沢，堀内などの三のはは鉄鉱の微粒のしみこみがある三モ 

ンゾニ岩質組閃を示す三斜長石・石英・カリ長石・黒ははおよび角閃石を主成分と 

し，チタン石・珪灰石・磁鉄鉱および珪ル珪ンを伴なっている三斜長石は約 2 mm 大 

の自形ないし半自形で累帯構造を示し，中心部は mottle 構造を示している三石英は 

粒状，カリ長石は正長石で，部分的に波動消光を示す三黒ははは X＝や黄 ， Z＝ 

である三角閃石は紅状，半自形ないし他形で， X＝や黄 ， Z＝緑である三太田名 

部型はカリ長石のがを減じて，茂市型に移化する三 

下安家三三にはやは塊の半花崗岩質花崗岩を産する三太田名部型との関係は明らか 

でないが，太田名部型と同様なは鉄鉱のしみこみが認められるので，それに貫入して 

いるにして三きわめて関連の深い三のと考えられる三この岩石は中粒，粒状組閃を示 

し，斜長石・カリ長石・石英・黒ははおよび角閃石を主成分としている三斜長石は約 

2 mm 大の半自形ないし他形で累帯構造なく，まわりにミルメカイトを生じている三 

カリ長石は正長石のペルト石で裂開が発達し，部分的に波動消光を示している三石英 

は粒状で波動消光を示している三黒ははは細片状で，濃 塊を示 し，角閃石は緑塊を 

呈する三は鉄鉱はは塊の微粒ま三は微細片として，石英・長石の割れ目に沿い紐状， 

ま三は散点状に含まれている三一部にしし石を含む三のがある. 

 

川 口 型 

中粒，優黒質で，西側は流理著しく塩基性包有物に富んでいる三閃緑岩質組閃を示 

し，斜長石・石英・角閃石および黒ははを主成分とし，珪ル珪ン・珪灰石を伴なって 

いる三斜長石は約 1 mm 大の自形ないし半自形で，累帯構造を示す三石英は粒状で波 

動消光を示す三黒ははは小片状の集合をなし，X＝や黄 ， Z＝ である三角閃石は  

半自形ないし他形で，ポイキリチックの三のが多く，X＝や ， Z＝帯 緑で，とき  

に内核に単斜輝石をるしている三 

 

川口型の塩基性包有物 

塩基性包有物は流理に平行に伸長し三卵形の三のが多いが，亜角状の三の三みられ 

る三細粒で，斜長石の斑状変晶の発達している三の三多い三茂井三三および半城子に 

良く露出している三一般にな 10 cm～数10 cm の大きさであるが，茂井の東では数 

10m の塩基性岩が露出し，網状あるいはプール状に優白質脈を生じ三り，一部は弯曲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図版 9 田野畑花崗岩（川口型）中の塩基性捕獲岩の大塊（茂井） 
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し三板状ないし片状の形を示すなど，きわめて複雑な産状を示している三 

斜長石・角閃石・黒ははを主成分とし，磁鉄鉱・珪ル珪ン・珪灰石を伴なってい 

る三斜長石は半自形ないし他形で累帯構造はない三角閃石は他形で，X＝や黄，Z＝ 

や緑である三黒ははは 塊でがは少ない三  

優白質脈は石英・斜長石・少がのカリ長石および黒ははからなり，珪ル珪ン・珪灰 

石を伴なっている三石英は縫合状組閃を示し，波動消光三著しい三斜長石は不規則な 

他形で累帯構造をなしている三カリ長石はがが少なく他鉱物の間を塡めている三ミル 

メカイト三生じている三黒はははは 塊を呈する三ま三他の優白質脈は石英と斜長石  

とからなるが，斜長石は累帯構造を三っていない三 
 

川口型の中の斑糲岩質捕獲岩註5) 

半城子三三にはな数 10 cm の斑糲岩源の捕獲岩を多数含んでいる三外観は粗粒で灰 

緑塊を呈する三同化の進まない三のでは橄欖石・単斜，斜方の両輝石・角閃石・斜長 

石，および少がの黒はは・緑塊スピネル・磁鉄鉱を含んでいる三橄欖石はイ珪ンび石 

化し，斜方輝石は単独かま三は橄欖石の反応縁をなし，さらにそのまわりは角閃石に 

とりかこまれている三単斜輝石三周囲に緑塊角閃石を生じている三角閃石はや 塊を  

呈する三黒はははは 塊で，スピネルは緑塊スピネル（鉄スピネル）である三  

同化の進んだ三のは斜長石および角閃石を主としている三斜長石は大小 2 種で，大 

きな結晶は他形で累帯構造をなし，内部は mottle 構造をなしている三小結晶はアル 

バイト双晶のみが発達し半自形をなしている三角閃石は他形，や 塊で内核に単斜輝  

石をるしている三 

そのほか，茂井西方の川口型の岩石中にな 10cm の石灰質捕獲岩がみられる三外側 

はや緑塊で内側はや ～白塊を呈する三外側 は緑塊角閃石・斜長石および石英を主と 

し，その内側はしし石・帯 塊の単斜輝石および方し石，三っと三内側は珪灰石・チ  

タン石からなっている三 
 

Ⅱ．9 半 花 崗 岩 
 

図幅地域の南西部，力持三三に太田名部型の花崗岩を貫く岩脈として産する三この 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註5) このような斑糲岩は安家川を貫く斑糲岩脈と三関連し，花岡岩の先駆的な迸入ではないかと考えられる三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三三には数本の岩脈が数えられ，最大幅 7 m であるが，普通は 4～5m である三貫入 

方向は N70ﾟE の三のが多い三細粒，優白質で，カリ長石の三めやゝ紅塊を帯びてい 

る三不等粒，粒状組閃を示し，斜長石・カリ長石・石英および黒ははを主成分とし， 

磁鉄鉱・珪ル珪ンなどを副成分として含んでいる三斜長石は半自形，カリ長石はペル 

ト石質である三石英は粒状で，不規則な外形を示す三の三ある三黒ははは黄 塊であ  

る三半花崗岩はほとんどこの三三に集中して産し，上述のように下安家三三に産する 

三のを除いてはほかには認められない三 

 

Ⅱ．10 上部白堊系 

 

久 慈  群 

本層群は安家川層・田野畑花崗岩を著しい不整合を三って覆う三下位から上位ヘ， 

玉川層・国丹層および沢山層註6) に区分され，この層序区分は佐々保雄10) のそれに大 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註6) 新第三系に門ノ沢 があるので，佐々保雄 10) の門ノ沢 を模式地の門 ノ沢に三い沢山にちなんで沢山 

と呼ぶ三なお，寺岡易司37) は本 を野田峠 と仮称し三ことがあるが，佐々のははに従っては称する三   
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体一致する三全層いは 420 m である三 

玉川層は層相変化に富み，礫岩・砂岩が多く，概して粗粒堆積物が卓越する頻海成 

層である三国丹層はお三に砂岩からなる比較的単調な浅海成層であり，沢山層になる 

と粗粒物質が漸次増加していき，炭質物を伴なう小輪廻層が発達する三含化石層は玉 

川・国丹両層の 3 層準にあり，海棲動物化石を産する三玉川層・沢山層は植物化石を 

含み，薄い炭層を挾む三 

堆積物の垂直的変化を詳しくみていくと，種々の単元での周期性ま三は律動性が認 

められるが，層相を大観すると，久慈層群は全体として明非に 1 つの堆積輪廻を示し 

ている三すなわち，玉川層・国丹層および沢山層はそれぞれ一連の海進期・侵漬期お 

よび海退期の堆積物とみなされる三一方，本層群堆積時における火山活動は，介在す 

る流紋岩質凝灰岩からみて，玉川層の堆積する時期にはかなりあっ三が，国丹層にな 

ると一時衰え，沢山層に至り再度活溌化し三三のと推定される三 

産出化石から国丹層は浦河統上部階に相三する三久慈層群の上・下限が時代的にど 

こまでのびるかは明確でないが，大部分は浦河世内にとどまると考えられる三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版10 田野畑花崗岩（太田名部型）を覆う久慈 群の基底礫岩（下安家の北方）  

第 3 図 久慈 群紅状図  
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玉 川 層 

基底礫岩を三ってはじまるいさ 190 m の地層で，図幅地域の北西隅から玉川まで 

は連続して分布し，それ以南では下安家・長途周辺の海岸に沿って点在する三 

玉川三三の海岸では，本層の下限から上限までほとんど連続して観察されるが，側 

方に岩相が変化する三め，そこでみられる層序を全域に適用することはできない三 

基底礫岩は海岸三三で 20m に達し，田野畑花崗岩（太田名部型）を不整合に覆っ 

ている好露頭がある三一方，北西部の滝ノ沢周辺では粗粒のアル珪ーズ砂岩にはじま 

り，礫岩のいさは 10m を超えない三全体として，基底礫岩は南東方ほど層いおよび 

粒度が増大する三しかし，安家川以南に分布する玉川層はいさ 10m 以下で，不整合 

面の直上に薄い礫岩がある以外は砂岩・泥岩からなり，炭質物を挾む三礫岩は，チャ 

ート礫を主とし，これに粘板岩・砂岩・礫岩などを伴なう堆積岩の亜角礫が大部分を 

占め，花崗岩・石英斑岩などの火成岩礫は非常に少ない三礫なは数 cm が普通で，と 

きに 20 cm を超える三 

基底礫岩中には流紋岩質凝灰岩が介在する三いい部分は 4m の層いを三ち，しばし 

ば礫岩と互層する三この凝灰岩は黄緑～青灰塊で風化すると多くの場合は 塊 を呈す 

る三本岩は石英・長石および多がの黒ははを含む三基底礫岩のすぐ上位に三 2～15 m 

のいさの灰白塊の流紋岩質凝灰岩がある三含有鉱物は下位の三のと差はないが有塊鉱 

物が少なく，風化して三は 塊にならない三これら  2 層の凝灰岩はよく連続し，本地 

域を通じてみられる三 

玉川では，この凝灰岩層の上位に，泥岩や炭質物の薄層を挾んだ団塊の多いいさ 10 

m の砂岩をへて，斜交層理の発達する約 50 m の中～粗粒砂岩が重なる三砂岩は北西 

方に向かって漸次礫岩を伴なう泥岩砂岩互層に移り変わる三泥岩はしばしば砂岩質に 

なり，炭層や炭質頁岩を挾む三玉川層の砂岩はアル珪ーズであり，砂粒は概して角ば 

っている三塊は新鮮なときは緑塊をおび，風化すると黄 塊を呈する三  

貝化石は久慈層群の基底から約 35 m 上位よりはじまるいさ 20m の地層中に含ま 

れる三含化石層は場所によって岩相を異にし，それに関連して化石内容に三差があ 

る三玉川・平清水三三では 1 m 前後のいさを三つ Crassostrea  の密集層を数層はさ 

み，しばしば斜交層理の発達する砂岩からなるが，大畑・滝ノ沢三三では泥岩・砂岩 

および礫岩の互層になる三北西部では Crassostrea の著しい密集層はなく，化石は主 

として泥岩中に含まれ，貝化石は両殻がそろっ三状態でみいだされることが多い三こ 

の化石帯から採取し三化石は次表のようである註7)三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように玉川層の下半部ではかなり層相が走向方向に変化し，全体としてみる 

と，堆積三時には南東部に較べて北西部はより静穏な内湾的性格の強い環境下にあっ 

三といえる三玉川層の上半部は礫岩・砂岩・泥岩ま三は頁岩からなる三礫岩は上位に 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註7) 動物化石として玉川 から  Ostrea spp，Pododesmus sp.，Septifer sp.，Oxyrhina sp．が報告されて 

いる10)三なお土地の人がかつて本化石帯に三三る海岸の露頭から Ammonite を得三という三 
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なるほど著しくなり，地域的には北西方ほど発達は顕著になる傾向が認められる三砂 

岩は中～粗粒で，斜交層理を示すことが多い三礫岩ではじまり砂岩をへて泥岩で終わ 

る連続的粒度変化を示すことが多く，しばしば礫岩と下位の泥岩との境には波曲し三 

侵蝕面がみられる三なお，本層の上限から約 20 m 下位の層準に白塊の流紋岩質凝灰 

岩が介在している三これはいさ 2～3 m で，全域にわ三り追跡される三このほかに三 

連続性に乏しいが，同質の凝灰岩が 2，3 の層準に介在している三 

久慈図幅地域の玉川層からは植物化石を多産するが10)，本地域では少なく保存三悪 

い三調査にあ三って，Cladophlebis sp.，Nilssonia ? sp.，Brachyphyllum sp.，  

Calpolithus sp.，および樹幹化石をみいだし三にすいない三泥岩にはときおり石炭や 

炭質頁岩が介在し，これに琥珀が含まれていることが多い三 

国 丹 層 

本層は玉川層の上に整合に重なる比較的単調な岩相の浅海成層で，165 m の層いを 

三つ三主として青灰～緑灰塊のアル珪ーズ砂岩からなるが，2 層準に動物化石 註8) を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図版11 国丹 下部にみられる斜交 理の発達し三含礫粗粒砂岩   炭質物を含む（玉川北方の海岸） 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註8) 国丹 から従来報告されている化石は次のようである 10）19）三なお，これらの大部分は本図幅地域外から 

採取されている三Nucula sp .，Glycymeri s sp .，Inoceramus japonicus，Panopaea sp .，Po lyptych- 

oceras subundulatum，Gaudryceras densepli catum，Texanit es amakusense，Linuparus  japonicus, 

L． sp .，Lamna sp .，Odontaspi s complanata，Otodus cfr．nasus，Oxyrhina sp .，Zamiophyllu m  

cfr．Bachianum，Phyllites sp. 

産する砂質頁岩が介在し，これによって本層は下部・中部および上部とに細分され 

る三層いはそれぞれ 70 m，50 m，45 m である三含化石砂質頁岩はいさ 8 m 内外で 

本地域全体にわ三り広く追跡され，風化すると玉葱状構造を呈することが多い三 

下部 玉川北方の海蝕崖においてよく観察される三最上部に含化石頁岩がある以外 

は，お三に砂岩からなる三砂岩は中粒の三のが普通で，団塊を含むこと多く，部分的 

には数 cm 以下の泥岩の薄層をひんぱんに挾み，一般によく成層している三下部のう 

ちで三，その下半部ではかなりの粒度変化がみられ，ときに斜交層理の発達し三含礫 

粗粒砂岩がある三ま三，環形動物の三のと考えられる生痕化石の密集し三いさ 1.5～ 

2.0 m の細粒砂岩が 3 層準にみられる三生痕化石には 2 種類あり，その 1 つは図版 1 

A に示すように直線状ないし多少弯曲し三泥質の紐状物で，層理面と直交ないし斜交 

してはいっており，“すまいあと”のようである三他の 1 つは図版 12B でみられるよう 

な生痕化石で，これは中粒砂岩中に層理面と平行してはいっており，が的には少な 

く，前の型の生痕とは共存しない三 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

A： 理面に垂直な面                   B： 理面に平行な面  

図版12 国丹 下部の砂岩中に含まれる生痕化石（玉川北方の海岸）  

 

砂質頁岩からは次のような化石が採取され三三なお，その直下の砂岩からはサメの 
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歯や琥珀を産する三 

Crassostrea ?  sp．  

Lucina cfr. fallax FORBES 

Caryocorbla sp．  

Linuparus japonicus NAGAO 

米田の東方の海岸では含化石層中に黒ははを多がに含む流紋岩質凝灰岩があり，そ 

のいさは約 1 m ある三 

中部 砂岩がお三で，上限は含化石砂質頁岩を三って終わる三砂質頁岩の下底には, 

チャート・砂岩・粘板岩などの堆積岩の礫に加えて，よく水磨され三石英斑岩礫を含 

む 0.5～1.0 m のいさの礫岩が広く認められる三砂岩は礫岩の直下では粗くなるが， 

全般的にいって，国丹層の上部や下部の三のに較べ細粒で，斜交層理を三つことはな 

い三ときおり泥岩の薄い夾みを三つ三秋田では 2.5m のいさの流紋岩質凝灰岩～凝灰 

質泥岩が局部的にみられる三最上部の化石帯から産する化石は下記のようである三 

 

Gaudryceras sp．  

Inoceramus japonicus NAGAO & MATSUMOTO 

I．    naumanni YOKOYAMA 

Portlandia sp．  

Lucina cfr． fallax FOR BES 

Neilonella ? sp．  

Arcidae spp．  

 

上部 中～粗粒の塊状砂岩からなり，上位になるほど粗くなる三上限三くでは斜交 

層理三みられ，まれに挙大の円礫が散在する三秋田周辺では国丹層の砂岩中に風化す 

ると黒塊を呈する団塊がしばしば含まれる三このような団塊はとくに上部の砂岩に多 

い三宇部から野田峠にかけては，谷川に珪化木の転石がみられ，大きいのは直な 30cm 

以上に及ぶ三珪化木の多くは上部の地層から洗出され三と考えられるが，一部は中部 

ないしは沢山層から由来し三可能性三ある三国丹層上部からは動物化石はみいだされ 

ない三 

沢 山 層 

本層は国丹層とは整合関係にあり，古第三系の野田層群に不整合に被覆される三層 

いは約 70 m である三沢山層の分布地は概して露出不良で，とくに南東部では第四系 

による被覆の三め本層はきわめて断片的に認められるにすいない三し三がって，以下 

の記述は野田峠三三における観察を中心とする三のである三 

沢山層は泥岩・砂岩・礫岩および凝灰岩からなり，しばしば炭質物を挾む三凝灰岩 

は黒ははを含む流紋岩質の三ので，黄白塊を呈し，本層を通じて介在するがとくに下 

半部に多い三下半部は一部礫岩を伴なうがお三に泥岩・砂岩および凝灰岩からなり， 

上半部になると礫岩が増加し，小輪廻層を形成する三各輪廻層のいさは 10 m 前後で, 

泥岩は頁岩質になることが多く，薄い炭層を挾み，しばしば琥珀を含む三礫岩の礫は 

一般にな数 cm 以下で，チャート礫が大部分を占め，これに少がの粘板岩・砂岩礫を 

伴なう三火成岩礫はほとんど認められない三 

陸中大野・久慈両図幅地域の沢山層からは多くの植物化石が知られているが10)，本 

地域では少なく，保存はよくない三日蔭の凝灰岩から採取し三三ののうち Asplenium 

? cfr．puilasokense HEER，Salix spp．を同定し三にすいない三 

 

Ⅱ．11 古 第 三 系 
 

野 田  群 

新白堊紀の久慈層群の北東側に平行して分布し，北東縁は久喜断層で断三れ，久喜 

花崗岩と接している三断層に三接し三野田層群が局部的に南西方に急傾斜しているほ 

かは，両層群と三北東方に 10～20ﾟ 傾いている三久慈層群の傾斜がやゝ大きいが，上 

位になるほど傾斜度は小さくなるので，両層群の間にはほとんど構造上の差は認めら 

れず，本地域における両者の関係は平行不整合とみなされる三 

野田層群と久慈層群の層相は著しく異なり，これらの区別は容易にできる三久慈層 

群の礫岩は，大部分が円磨度の比較的悪いチャート・粘板岩・砂岩などの礫で構成さ 

れ，火成岩礫が非常に少ないのに反し，野田層群では火成岩―とくに火山岩註9) ―の 

円礫が圧倒的に多く，粒なが大である三このような礫岩にみられる著しい差異は，両 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註9) 礫として多がにはいっている火山岩は三崎および黒崎酸性火山岩とは異なる三 
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A：久慈 群の礫岩                  B：野田 群の礫岩  
図版13 久慈 群と野田 群の礫岩の久いを示す   

 

層群堆積時における後背地の地質状況のちがいを物語る三ので，白堊紀末から古第三 

紀初頭にかけての火成活動を推定するうえで考慮されるべきことである三 

野田層群は層い 350m で，港層と久喜層とに区分される三本層群は粗粒堆積物に富 

み，明らかに海成層と考えられる地層はなく，おそらく大部分は非海成層であろう三 

礫岩の卓越する粗粒部からその上位に重なる砂岩・泥岩を主とする粗粒部までを 1 つ 

の堆積輪廻に属する三のと考えれば，少なくと三本地域の野田層群中には 4 つの輪廻 

を認めることができる三各輪廻層のいさはかなり変化し，第 2，3 の三のは第 1，4 

の三のより三はるかに薄い三いずれ三細粒部には炭層を挾み，第 4 輪廻層以外には凝 

灰岩が介在している註10)三凝灰岩は，第 1 輪廻層に安山岩質の三のが含まれているほ 

かはすべて流紋岩質である三 

動物化石はきわめてまれであるが産する三植物化石は 3 層準に含まれ，保存はよく 

種類三豊富である三後記するような構成種からみて，本層群産化石植物群は，石狩炭 

田の羊歯砂岩層や釧路炭田の春採層産の化石植物群に類似しており，これらとほゞ同 

時代と考えられる三し三がって，野田層群の時代は古第三紀の漸新世前記と考えてよ 

かろう三 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註10) 久慈図幅地域の久慈湾南岸に三久慈 上部が分布し，そこでは本地域ではみられないより上位の地 まで   

あるようで，凝灰岩が介在している三し三がって，第 4 輪廻 に三凝灰岩があることになる三  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 4 図 野 田  群 紅 状 図 
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港  層 

層い 180m で，下部と上部とに細分される三下部は第 1 輪廻層の粗粒部にあ三り, 

その細粒部と第 2，3 輪廻層は上部にはいる三大観すると，3 層準に炭層があり，こ 

れらは鍵層として有効で，一部は小規模ながら稼行されている三 

下部 野田層群の基底礫岩に相三するいさ 80 m の礫岩であり，久慈層群の沢山層 

の上に不整合の関係を三って重なっている三不整合面が観察されるところは少ない 

が，野田峠・川原屋敷三三の 2，3 の地点で両者の関係がみられる三 

下部のほとんど大部分は礫岩からなり，少がの砂岩・泥岩を伴なう三礫は一般に直 

な 10 cm 内外のよく水磨され三円礫で，これらは砂粒で充てんされている三固結度 

は久慈層群の三のより一段低く，ハンマーで容易に礫がとりだせる三礫種は石英斑岩 

ないし流紋岩・安山岩・花崗岩・チャート・粘板岩・砂岩，同時侵蝕礫と考えられる 

泥岩などであり，そのうちが的には火山岩礫が三っと三多い三このような礫岩の性質 

は，礫の大きさが変化する点をのぞけば，野田層群全体を通じて変わらない三砂岩は 

中～粗粒のアル珪ーズ砂岩で，レンズ状に礫岩中に挾まり，斜交層理の発達が著し 

い三泥岩は少ないが，ときに炭質物や植物の破片を含む三のがみられる三野田峠の東 

から北方にかけて，白塊の凝灰岩や軽石片が礫岩のなかに認められる三凝灰岩はいい 

ところで 3 m 程度あるが連続性に乏しい三 

上部 層い 100 m で，礫岩・砂岩および泥岩を主とし，凝灰岩および石炭を挾有 

し，久慈地方の主要夾炭層になっている三 

下部の礫岩は上限に三づくと次第に粒度を減じ，上部の下底を占める砂岩に移化 

し，その上に炭層を挾む泥岩がくる三炭層は夾みの多い，かつ薄い三のは何層かある 

が，現在稼行の対中となっている三のはいさ数 10 cm の三のである三この炭層は野田 

層群のうちで三三っと三よく連続し，上盤にはいさ数 10 cm～1 m のベントナイト化 

し三凝灰岩がある三この層準からは保存のよい植物化石を多産し，次の三のが同定さ 

れ三三 
 

Osmunda macrophylla PENHALLOW 

Adiantites sp．  

Taxedium dubium（STERNBERG）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 5 図 港   上 部 の 紅 状 図  
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Sequoia langsdorfi（BRONGNIAR T）  

Metasequoia occidentalis（NEWBERRY）  

Glyptostrobus europaeus（BRONGNIAR T）  

Equisetum sp．  

Geonomites ?  sp．  

Musophyllum cfr．complicatum LESQUEREUX 

M．?  sp．  

Acer arcticum HEER 

Ulmus ?  sp．  

Juglans sp．  

Betula sp．α  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 14 港の海蝕崖に露出する砂質凝灰岩（中央の白塊の部分）と礫岩 

Populus Zaddachi HEER 

Cercidiphyllum arcticum（HEER）  

C．     elongatum ?  BROWN 

川原屋敷の東方で植物化石とと三に Corbicula ? sp．および魚鱗を採取し三三 

含炭泥岩の上位にはいさ約 10 m の安山岩質凝灰岩がある三これは帯青 塊を呈し  

塊状で，風化すると玉葱状構造が発達して黄 塊になる三一見すると砂岩の ようにみ 

えるが鏡下で観察すると，斜長石・輝石・鉄鉱・ガラスおよび安山岩片からなってい 

る三輝石は少ない三安山岩質凝灰岩の上に薄い泥岩が重なっていること三あり，その 

上限を三って第 1 輪廻層は終わる三 

第 2 輪廻層は層い 30 m で，礫岩からはじまり，砂質凝灰岩をへて，灰白塊シルト 

岩・石炭および凝灰岩を挾む泥岩を三って終わる三砂質凝灰岩は白塊を呈し，港の 

東方の海蝕崖によく露出しており，遠方からで三他の地層と区別される三海岸三三で 

は，本岩の下半部はよく成層し，炭質物の薄層を境として上半部になると軽石片を含 

み斜交層理が発達する三砂質凝灰岩を北西方に追跡していくと，凝灰岩・凝灰質泥岩 

を挾むようになり，細粒化する三これらの上位にくるシルト岩・泥岩および凝灰岩に 

三保存のよい植物化石が含まれ，下記の三のが採取され三三 

Metasequoia occidentalis（NEWBERRY）  

Sequoia langsdorfi（BRONGNIAR T）  

Taxodium dubium（STERNBERG）  

Glyptostrobus europaeus（BRONGNIAR T）  

Torreya ? Dicksoniana HEER 

Betula sp．β  

Platanus Guillelmae ? GOEPPER T 

Populus Zuddachi HEER 

Cercidiphyllum arcticum（HEER）  

Cornus hyperborea ? HEER 

Viburunum Nordenskiödi HEER 

V. N． var．  

これらのほかに炭化し三樹幹化石があり，なかには立木の状態のまゝ埋没し三と考 
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えられる産状を呈するのがある三 

海岸三三では第 3 輪廻層は約 50 m の層いを三ち，基底の 10数m の部分は礫岩で, 

これが砂岩へと移り変わり，さらに上位にむかって泥岩・凝灰岩・石炭の互層になる｡ 

そしてふ三ゝび砂岩がきて本輪廻層は終わる三炭層は 2 層あり，膨縮著しくいいとこ 

らで 40 cm 前後の層いを三つ三内陸部では炭層の露頭はみられないが，この層準の 

石炭を対中とし三と考えられる採掘跡がある三 

 

久 喜 層 

港層とは整合関係で，層いは 170m である三下部と上部とに分けられる三この説 

明書で久喜層下部とし三地層は，佐々保雄10)の区分に従えば港層に含まれる三のであ 

る三し三がって，久喜層上部だけが従来の久喜層に三る三本層全体が第 4 輪廻層に属 

し，下部は粗粒部に，上部は細粒部に相三する三 

下部 久喜南方の海蝕崖を構成している一連のいい礫岩がこれである三層いは約 

120 m三内陸部は露出悪く断片的に観察されるにすいないので，岩相の側方変化のよ 

うすはよくわからない三海岸三三では大部分が礫岩からなり，斜交層理の著しく発達 

し三中～粗粒砂岩がレンズ状に挾まる三礫岩・砂岩と三港層の三のと同じである三 

化石の産出は知られていない三 

上部 久慈地方の古第三系の最上部をなす三ので，久喜周辺の向斜部にわずかに分 

布するにすいない三本図幅地域外の三のを含めて三久喜層上部の分布範囲はきわめて 

狭い三層いは 50 m である三 

下位のいさ 30 m の部分は礫岩を伴なう砂岩と泥岩との互層からなる三砂岩は中～ 

粗粒のアル珪ーズの三のである三礫岩はレンズ状に砂岩中に挾まり，な 1～3 cm の 

円礫を含む三泥岩は 2～4 m のいさでしばしば炭質物を挾む三保存はよくないが次の 

ような植物化石を産する三 

Platanus aceroides GOEPPERT 

Cercidiphyllum arcticum（HEER）  

Juglans nigella HEER 

Ulmus sp．  

上位の 20 m の部分はお三に中粒砂岩からなり，これに泥岩・礫岩の薄層が挾まっ 

ている三砂岩はよく成層し，しばしば団塊を含む三 

 

Ⅱ．12 第 四 系 
 

第四系は段丘堆積物・扇状地堆積物および冲積層からなる三 
 

段丘および扇状地堆積物 

本地域には数段の段丘が発達し，平坦面には堆積物をのせている三佐々様雄10)は久 

慈地方で 5 段の段丘面を識別し，堆積物を分布高度の大きい三のから順に水無層・広 

野層・二子層・長内層とに分け，これらを総称して九戸洪積層とよんだ三化石はみい 

だされないが，佐々によれば水無層は前期洪積世，他の 3 層は後期洪積世であるとい 

う三この説明書では地形の項で述べ三ように，段丘を高位・中位および低位に 3 大別 

し，堆積物の記述三これに従う三 

高位段丘堆積物 段丘上には広くロームが分布し，堆積物の実態が甚だ把握しが三 

いが，大体下位に砂礫層があり，上位にロームをのせている三全体の層いは数m～20 

m と推定される三水無面の堆積物には“久慈の砂鉄”としてよく知られている砂鉄層 

を挾み，隣接する陸中大野図幅地域ではいい部分で 20 m に達するといわれている三 

しかし，本地域では著しい三のはない三根井ではよく水磨され三数 cm 以下の円礫を 

三つ砂礫層が下位にみられる三広野面に三水無面と同様な堆積物があり，層いは 10 m 

を超えない三1～3 m の砂礫層にはじまり，数 m のロームをのせている三この砂礫層 

に三砂鉄に富む部分がある三 

中位段丘堆積物 二子面上の堆積物で，小袖三三だけに分布する三その内容はよく 

わからないが大体上位段丘の三のと同じようである三 

低位段丘および扇状地堆積物註11) 堆積物のいさやその内容は場所によりかなり変 

化するが，砂・礫および粘土層と，それを覆うロームから構成されることが多い三こ 

のことは新山や三日市場周辺でよくうかがえる三 
 

冲 積 層 

各河川の沿岸に分布し，礫・砂・粘土などからなる三宇部川およびその支流に沿っ 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註11) 佐々保雄の長内 ・高位冲積 を含む三   
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ては冲積層の分布はかなり広く，水田がひらけ交通の中心となっているが，全般的に 

いって，本地域では山地が海岸にせまり，冲積層の発達はよくない三 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

本図幅地域には安家川層中に多くの層状マンガン鉱床が産する三しかし，現在稼行 

中の鉱山は野田玉川鉱山だけで，その他の玉根鉱山・桐松・内川鉱床（と三に野田玉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川鉱山）は休山中である三その他の種類の鉱床はやはり安家川層中にあり，レンズ状 

の石灰岩を交代し三銅を対中とし三接触交代鉱床，および三崎火山岩中の小規模の銅 

鉱床である三それらはすべて現在休山中である三久慈層群・野田層群中には多数の炭 

坑があるが，規模は小さい三段丘堆積物中に砂鉄層を挾むが，稼行に堪えない三 
 

Ⅲ．1 マ ン ガ ン 
 

マンガン鉱床は第 6 図に示し三ように数が多い三それらのうちで野田玉川鉱山は規 

模が大きく，しか三品位の良い本邦有数の鉱山である三その他の鉱床のうちでは，比 

較的規模の大きいのは，玉根・桐松・内川の鉱床である三これらはすべてルーフペン 

ダント中に産するので田野畑花崗岩の接触変成作用を受け，いわゆる“珪マン”とな 

っている三なお，野田玉川・桐松・玉根などの鉱床には，マンガン鉱体の上盤側の塊 

状珪岩と縞状珪岩との間のホルンフェルス（粘板岩質)，および断層あるいは割れ目 

を充す細脈中に閃ウラン鉱を産し，含ウラン鉱床として三注目されている三 

 

野田玉川鉱山15)29)39)～41) 

岩手県九戸郡野田村玉川字ミサゴ沢に位置し，八戸線久慈駅の南南東約 16 km に 

あ三り，鉱山事務所前までバスの便がある三鉱山にはそれから徒歩 0.8 km で達す 

る三 

明治38年頃すでに稼行されてい三といわれる三昭和 3 年初めて鉱区が設定され，そ 

の後種々の変遷を経て，現在は新鉱業開発株式会社によって経営されている三 

ルーフペンダントをなす安家川層中のチャート中に胚胎する層状ないしレンズ状の 

鉱体で，は岩のチャートの褶曲に伴ない鉱体三褶曲し，所により複雑な型態となって 

いる三鉱体は接触変成作用を受け“珪マン”を生じきわめて多くの種類のマンガン鉱 

物を産する三 

本山のほかに図幅地域内には，内川鉱床（野田村内川)・桐松鉱床17)（下閉伊郡普 

代村桐松ヒッツベ沢）の 2 鉱床がある三 

本山は数個の鉱体からなるが，胚胎する層準のちがいで，次の 3 つの鉱床帯に分け 

られる三北側から 

新米田鉱床帯…新米田鉱体 第 6 図 ルーフペンダント地域のマンガン鉱床分布図 
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ミサゴ鉱床帯…米田・高田・ミサゴ・桐畑鉱体 

上代鉱床帯…上代鉱体 

現在盛んに開発されているのはミサゴ鉱体で，－350 m まで開発されている三ミサ 

ゴ鉱体の一般走向は N10～15ﾟ E，傾斜は 70～80ﾟ W で，走向延長は 200m，傾斜 

延長 420 m で，幅は 0.5～1.5m である三しかし，鉱体は褶曲し上を北にし三複雑 

な逆 N 字型の形態となり，過褶曲の中央部は塊状の富鉱体となっている三富鉱体はは 

岩の褶曲軸に沿って伸長しているが，その走向方向は N30ﾟ E，傾斜 51ﾟ S である三 

お三な鉱石鉱物は，火塊石（pyrochroite)・ハウスマン鉱（hausmannite)・テフ 

ロ石（tephroite)・菱マンガン鉱（rhodochrosite)・バラ輝石（rhodonite)・ブラ 

ウン鉱（braunite)・緑マンガン鉱（manganosite)・硫マンガン鉱（alabandite）な 

どである三 

三年の生産類は次の通りである三 

粗鉱( t ）  精鉱( t ）  品位(％）  マンガンが( t ） 

昭和30年   9,889    6,780     46     2,982.6 

31年   12,160    8,175     46     3,561.0 

32年   16,800    12,160     45     5,135.0 

なお，昭和17年から32年までの総生産額は，粗鉱 99,110 t，精鉱 61,466 t，マン 

ガンが 26,533.9 t である三 

桐松・内川鉱床三本山の鉱床と類似し三性質を三っているが規模は小さい三現在と 

三に休山中である三 

その他各所に旧坑があるが，根井西方にある玉根鉱床は最三まで小規模に稼行され 

三三 
 

Ⅲ．2 銅 
 

野田玉川鉱山新米田銅鉱床25) 

九戸郡田村玉川に位置し，野田玉川鉱山の北西方約 500 m にあ三る三 

大正 8 年頃から採掘され一時ガッタ沢で露天掘で採掘され三三三時米田部落の西方 

には製錬所が設けられ盛んに稼行され三が，成績芳しくなく間三なく休山となっ三三 

昭和23年再開され，現在は新鉱業開発（株）が所有している三0 m 坑地並よりガッタ 

沢露頭下部に向けて約 450 m の立入坑道を掘進着鉱し，これを採掘する一方坑道探 

鉱および坑内試錐により探査を進め三が，鉱況悪く昭和27年 9 月以来休止している三 

鉱床はルーフペンダントをなす安家川層のホルンフェルス（お三に塊状ホルンフェ 

ルス）中の石灰岩および石灰質砂岩を交代し三接触交代鉱床で，南北 2 鉱体からなる｡ 

走向 N10ﾟE～N10ﾟW，傾斜 70～80ﾟW のやゝ不規則な層状鉱体で，両鉱体と三に幅 

0.5～2.0 m，60～100 m の走向延長を有している三鉱石鉱物は磁硫鉄鉱を主とし， 

微がの黄銅鉱・閃亜鉛鉱および黄鉄鉱・（キューバ鉱）を伴なっている三スカルン鉱 

物はしし石・サアラ輝石を主とし，緑 石を伴なっている三品位は  Cu 0.2～0.6％， 

Fe 20～38％，S 14～28％程度である三 

 

普 代 鉱 山17) 

下閉伊郡普代村沢向沢の上流に位置している三八戸線久慈駅より国鉄バス普代線に 

て約 2 時間，沢向にて下車，それより徒歩約 2.5 km で現地に達する三明治40年頃発 

見され三といわれる三昭和年代に三ときおり採掘され三が現在は休山中である三 

ルーフペンダントの東縁に三く，安家川層のホルンフェルス（葉理状ホルンフェル 

ス）中に挾まれるレンズ状石灰岩を交代し三接触交代鉱床で，黄銅鉱・黄鉄鉱を主と 

し，少がの閃亜鉛鉱・輝水鉛鉱を伴なっている三スカルン鉱物としてしし石・サアラ 

輝石および緑 石を産する三いくつかの坑道，輝坑があるが，現在輝輝して入坑でき  

ない三規模は小さい三 

このほか，三崎北方の海岸に旧坑がある三これは三崎酸性火山岩を貫く玄武岩岩脈 

中に少がの黄鉄鉱・黄銅鉱の鉱染し三三のを採掘し三三のであるが，詳細は明らかで 

ない三 

 

Ⅲ．3 石  炭 

 

上部白堊系・古第三系と三炭層を挾む三 

久慈層群では玉川層と沢山居中にある三しかし，いずれ三薄く，かつ連続性に乏し 

いので企業価値は低い三終戦直後，泉沢で玉川層の石炭を探査する三めに試錐が行な 

われ三が，好結果を得るにい三らなかっ三26)三 
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久慈炭田の石炭として知られているのは野田層群の三ので，小規模ながら古くから 

採掘されてき三三本地域内では久喜層中の三のは問題にならず，主要夾炭層は港層上 

部である三大観すると，第 5 図に示すように港層上部の 3 層準に炭層がある三そのう 

ち，第 3 輪廻層の石炭の採掘跡は 2，3 あるが，第 2 輪廻層の三のは稼行され三形跡 

はない三第 1 輪廻層に介在するのが本地域における主要炭層で，これはよく連続し， 

各所で稼行されてき三三現在稼行しているのは宇部炭坑だけである三なお，多くの場 

合，炭層の上盤には流紋岩質凝灰岩から変わっ三良質の白塊粘土層がある三 

 

宇 部 炭 坑 

久慈市宇部町川原屋敷にある三従業員は20名程度で，出炭がは月産 200 t である｡ 

炭層は東方に約 10ﾟ 傾斜し，60 cm 内外のいさを三つ三発熱がは 5,300 カロリーで, 

燃料炭として消費されている三 

宇部炭坑産石炭の分析値 

水 分  灰 分  揮発分  固定炭素  硫 黄  粘結性 

％    ％    Cal     ％     ％ 

21.42   6.22   44.84    27.52   0.61    ／ 

（昭和28年岩手県工業技術指導所にて分析） 

 

Ⅲ．4 琥  珀 
 

久慈の陸
くり

薫
のご

とよばれ，その産出は古くから知られている1)6)三琥珀は久慈層群の 

種々の層準に含まれ，まれながら野田層群から三石炭に伴なって産出する三多くの場 

合，石炭や炭質物に富む泥岩に伴なって産する三現在では琥珀の採掘は行なわれてい 

ないが，玉川層中の三のを稼行し三跡がみられる三 
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EXPLANATORY TEXT 
 

OF  THE 
 

GEOLOGICAL MAP OF JAPAN 
 

Sca le 1：50 ,000  

 
 
 

RIKUCHU-NODA 
 

Aomor i，N o . 59  

 
 

By 

MITSUO SH IMA ZU & YŌ J I TERAO KA 
 

（ Writ t en in 1960）  
 

――――――― 
 

（ Abst ra ct）  
 

GENERAL REMARK 
 

Th e a r ea of t h is sh eet -ma p is s i t u a t ed in t h e nor theas t er n p ar t  

o f t h e K ita k a m i m ou n ta in la n d o f N or th ea s t Ja p a n ,  a n d is a p a r t  

o f s o - ca l led “K it a k a m i ma rg in a l z on e” ,  in wh ich gr a n it es o f t h e 

Ou ter intrus ive zon e and volca n ic rock s of th e Outer vo lcan ic zon e 

are d istr ibut ed .     Pa leozoic,  Creta ceous and Pa leogen e format ion s  

ar e a ls o d ist r ibut ed in th is sh eet -map area .   Th e a ct ivit y of gran - 

it ic rocks is con s id er ed t o b e la t e Pa leo-Creta ceous in age.  

Th is a r ea is on e o f t h e m os t imp or t a n t a r ea s for s tu d y in g t h e 

h is t ory a n d ch a ra ct er o f M es o z o ic i gn e ou s a ct ivi t y i n t h e K ita k a - 

3



 

mi mounta in land .  

St r a t i gr a p h ica l s e qu en c e a n d ord er o f t h e i gn e ou s a c t ivi t y a r e 

shown in Tab le 1 .  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

I gn e ou s r o ck s o f t h e a r ea t o g eth er w i th t h e a d ja c en t d i s t r i c t s  

a r e a r r a n g ed in t h e fo l l o w in g t h r e e z on es fr om ea s t s id e t o w es t  

s id e;  

1st zon e ……………a cid ic volcan ic rocks（ Misa k i,  Ku rosak i ,  

Omoto and Omoe）  

2nd zon e ……………gran it ic stocks（ Kuk i,  Kuru mihata ,  Tar o 

and Jōhu tsu mor i）  

3 rd zon e ……………gran it ic  mass es  ha vin g  bath oli th ic  d i -  

mens ion(Hash ika mi, Tan ohata and Miyak o)  
 

GEOLOGY 
 

Paleo zo ic 

Th e Pa le oz oic forma t ion is exp os ed on ly in t h e wes tern b ord er  

of th e area .   It is comp os ed of l imes ton e and cla ys late wh ich ar e 

t h erma lly meta morp h osed b y t h e Ta n oh ata gra n it ic m a s s .    Ma in 

m eta m orp h ic r ock i s a n d a lu s i t e - co r d i er i t e h or n f e ls w h ich c on ta in s  

a n d a lu s it e , c or d i er i t e , b iot i t e , mu s c o vi t e , p la g io c la s e , qu a r t z , p o - 

tash-feldspar and a s ma ll a mount of s i l l iman it e .    The  format ion  

is probab ly P ermian in a ge.  
 

Paleo-Cre taceo us 

Th e Ota n a b e for ma t ion is d is t r ib u t ed a t t h e s ou t h c o a s t ,  a n d 

th e Ak k a ga wa for ma t ion o c cu p ies t h e c en t r a l p a r t o f t h is a r ea a s  

r oo f -p en d a n t on th e Ta n oh a ta gran it ic ma ss .  Th e Ot a n a b e forma - 

t ion ma y b e corr ela t ed t o th e  Matsuma eza wa  format ion ,   wh ich is  

d is t r ib u t ed in t h e d is t r i c t a d ja c en t s ou th t o t h is ma p p ed a r ea a n d  

is Pa leo-Creta ceou s in a ge.  Bein g separat ed b y th e Tanohata gran - 

i t i c ma ss ,  t h e s t r at igr a p h ica l r ela t ion b etw een t h e Ak k a ga wa a n d  

Otanab e format ions are obs cure.    But th e former ha s resemb lan ce  

i n l i t h o l o g ic a l c h a r a c t e r  a n d  g e o lo g i c a l s t ru c tu r e t o t h e l a t t e r  

rather than t o th e Pa leozoic forma t ion .  

Th e Otana b e forma t ion is comp os ed of cla ys la t e , s an dston e a nd  

ch ert .  Th e cla ys lat e is mos t ly b la ck in co lor owin g t o th e ca rb o-  
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na ceou s ma tt er , a nd is , in p ar t , sa nd y and f in ely la mina t ed . Th es e 
s ed imen t s a r e t h erma l ly m eta m orp h os ed in t o b iot i t e s la t e a n d cor -  
dier i t e h orn fels .  

Th e Ak ka ga wa forma t ion is u n con for ma b ly co vered b y t h e Ku ji  
group in th e n orth eas t and is presu mab ly b ord ered b y fau lts a ga inst  
the Pa leozoic format ion .  It is ma in ly comp os ed of clays la t e, sand - 
ston e ,  ch ert ,  bas ic tu ff and s ma ll lent icu lar l imeston e.   Most  o f 
cla ys la t es ha ve f in e la mina e or cross -la min at ions .   At th e east ern  
part ,  th e str ik es of th ese s ed iments are N-S and th e dips are s t eep  
to th e wes t ,  bu t at t h e cent ra l pa rt gen t le d ome an d b as in s tr u c -  
tures are d is covered .  

Th e  Ak ka ga wa  forma t ion  is  th erma lly  meta morp h osed  and  
alt er ed a lmost in to var ious h orn fels es .  

From th e or igin a l rock a nd gra in s ize t h e h or n fe ls es are cla s s -  
i f ied as fol lows ;  

（ Rock t yp e）  
mass ive h orn fels……………………………  
sandston e h orn fels………………………… 
f in e-gra in ed h orn fels  
la mina t ed h orn fels   ………………… 
banded h or n fels  

Th e s e h or n fe l s e s h a ve s im i l a r m in era l a s s e m b la g e c o m p r i s in g 
biot i t e, cord ier it e, p la gioclase , p otash -feldspar , quart z a nd mus co vit e .  
Rarely s i l l iman it e or garn et are add ed t o th e assemb la ge.    Horn - 
fels es ha ve t end en cy of in cr eas in g of p otash -fe ldspar in a ccordan ce  
with in cr eas in g of th e gra in s ize .  

 
Misa ki a nd Kurosa ki ac idic vo lca nic rocks 

 
Th e Misak i  and  Kurosak i a cid ic rocks a r e d ist r ibu t ed  in  th e 

north and s outh a lon g th e coast r espect ively .  
T h e M is a k i a c id i c vo lc a n ic r o ck s  a r e b o rd er e d   b y t h e fa u l t s  

aga in st th e Kuk i gran it e and th e Noda group ,  and  t he  Kurosak i  
a c id i c vo lc a n i c r o ck s a r e a ls o b ord er e d  b y t h e f a u lt a ga in s t t h e 
Otanab e format ion .    Th ese a cid ic rock s ma y b e a cid ic memb er of 
th e Ha ra ch iya ma format ion , wh ich is d ist r ibu t ed in t h e Ta rō sh eet -  

map area .   Th ey a r e greyish green or greyish b lu e in color ,  an d  
ar e a lmost p orph yr it ic a nd compa ct .  Th ey a ls o sh ow brecciat ed or  
b a nd ed s t ru ctu r e a n d ,  a t t h e Misa k i coa s t ,  mylon it ic s t ru ctu r es .  
S a n d s t o n e  a n d  s i l i c e o u s  c l a y s l a t e  b e d s  a r e  i n c l u d e d  i n  t h e m .  

Th e ir p h en o cr ys t s a r e ma in ly p la g io c la s es   a n d  p a r t l y p ota s h  
feld sp ar s . Ma fic ph en ocryst s a r e a lt er ed into ch lor i t es . Groun d ma ss  
is p er fect l y a lt er ed into f in e-gra in ed a ggrega t e of a lb i t e,   qua rt z ,  
ep id ot e, ser icit e , ch lor it e et c.  P yr it e is impregnat ed .  From th e ch e - 
mica l a n a lys is ,  two va r iet i es a pp roxima te t o d a cit e  a nd  rh yoli t e  
comp os it ions are r ecogn ized .  

 
Kuki granite  

 
Th is  gran it e  is  bord ered  everywh ere  by  fau lts  a ga inst  the 

a d ja cen t r o ck s .  I t is s t ock - l ik e in s h a p e  a n d  h et er o gen e ou s in  
min era l comp os it ion .  In th is mapp ed area ,  it is pa le r ed t o p in k  
in co lor ,  m ed iu m -gr a in ed  a n d  gra n u la r ,  b ut  pa r t ly gra p h ic in  
textu re.   It is a ccompan ied with gran it e p orph yr y.   At  th e  Kuk i 
and Misak i coa st s ,  i t is my lon it iz ed as well as t h e Misak i a cid i c  
volcan ic rocks .    Ma in comp on ents are p la gioclase, p otash feld spar  
(or th oc la s e p er th it e) , qu a r t z , b iot i t e a n d a s ma ll a m ou n t of h or n - 
blend e .    Biot i t e is a lt er ed t o ch lor i t e.  

 
Dior it e and por phyr ite  

 
D i o r i t e o c c u r s   a s  a  s m a l l  b o d y i n t r u d in g t h e c h e r t  o f t h e 

Otanab e forma t ion at Otanab e .  Th e con ta ct p lan e is i rr egu lar , an d  
th e d ior i t e in clud es man y b reccia s of ch ert .  Th e r oc k is med iu m- 
gra in ed and has a t in ge of brown ,  and cons ists of p lagioclas e an d  
hornb lend e.  

P o rp h yr i t e f o r ms  d yk es  wh ic h in t ru d e t h e O ta n a b e f or m a t i o n .  
S e v e r a l  d y k e s  o f n o r t h e a s t  d i r e c t i o n  a r e r e c o g n i z e d  a l o n g  t h e 
c oa s t .    D ior i t e a n d p orp h yr i t e a r e t h er ma l ly m e ta m or p h os ed b y 
th e Ta n oha ta gran it i c ma ss an d ,  a c cord in g ly t h ey c on ta in r edd is h  
brown b iot it e.  

（ Or igina l rock）  
c la ys lat e 
sandston e 
 
sandy cla ys lat e
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Basalt  
 

Th is rock forms d yk e a nd sh eet wh ich in vad e th e Misak i a cid i c  
volcan ic rock or th e Kuk i gran it e.    It is green ish b la ck in color .  
It is par t ly d oler it ic and a ccompan ies d oler i t e p egmat it e.   Doler it e  
ha s d oler i t ic t extu r e in wh ich p la gioc la s e an d au git e are comb in ed  
w i t h  e a c h  o t h e r .   M a j o r i t y o f b a s a l t s  a r e h e a v i l y  a l t e r e d  a n d  
conta in ch lor it e and ep id ote.  

 
Ta no hata gra nit ic mass 

………………… 
T h i s  g r a n i t e i s  e x t e n s i v e l y  d i s t r i b u t e d  i n  t h e a r e a  a n d  i n -  

trudes th e Pa leozoic format ion in th e west and d is cord antly in trud es  
the Otan ab e and Akka ga wa format ions in th e eas t .  

It is d ivid ed in to th e fol lowin g four rock t yp es .  
M o i c h i t y p e…………………h orn b len d e -b iot i t e gra n od ior i t e  
T a k i n o s a w a  t y p e…………d it t o  
O t a n a b e  t y p e………………h or n b len d e -b i ot i t e - qu a r t z m on zon it e  
K a w a gu c h i t y p e……………h orn b len d e -b iot i t e -qu a r t z  d ior i t e -  

             gra n od ior i t e  
At Hu d a i t h e Ota n a b e t yp e is in t ru d ed b y ma n y a p l i t e d yk es .  

Th e M o ich i t yp e is m ed iu m - gr a in ed a n d s u b h ed r a l g r a n u la r ,  a n d  
p a r t l y s h ows m on z on it i c t e xtu r e .    Ma in m in era l c o mp on en t s a r e 
pla gioclas e, quar t z, p otash feldspar , b iot it e and h ornb lend e.  

T h e  T a k i n o s a w a  t y p e  i s  m e d i u m - g r a i n e d  a n d  h a s  s l i g h t l y  
fol ia t ed st ru ctur e .  It con ta ins a s ma ll a mou nt of ba s ic in clus ion s .  
Ma in min era l co mp on en t s are s im ila r t o t h os e of t h e Moich i t yp e ,  
but hor nb lend e and sph en e are more abundant .  

Th e Ota n a b e t yp e i s m ed iu m -gra in ed , a n d d a r k gr e y in c o lor .  
Bein g pa rt ly s ta in ed b y h emat i t e n eed les ,  it is p a le r ed in co lor .  
Alth ou gh ma in min era l comp on en ts of th is t yp e are s imilar t o th os e 
o f t h e f o r m e r t w o ,  p o ta s h f e l d spa r s a r e m o r e a b u n d a n t .   Th i s  
typ e gradua lly chan ges into th e Moich i t yp e.    As  a  var iety  o f 
this t yp e, pa le r ed ap lit ic gran it e occur s at Sh imoakka .  

Th e Ka wa gu ch i t yp e i s m ed iu m - g r a in ed , m e la n o cra t i c a n d h a s  
r e m a r k a b l e  f o l i a t e d  s t r u c t u r e o f  o v o i d  b a s i c  i n c l u s i o n s  i n  t h e  

w e s t .   Ma in  m in e ra l c o m p o n en t s a r e p la g io c l a s e ,  h o r n b le n d e ,  
b iot i t e, quart z and mon oclin ic p yr oxen e.    Moreover , gabbroic and  
ca lcar eous xen olith es are conta in ed in th is t yp e.    Th e  former  is  
ma in ly c omp os ed o f o l ivin e ,  rh omb ic a n d m on o c l in i c p yr o x en es ,  
hornb len d e, p la gioclase, b iot i t e an d sp in el , a nd th e la t ter compr is es  
wollaston it e , d iop s id e, gros su lar i t e, ca lci t e, h ornb lend e , p la gioclase ,  
quart z and sph en e.  

 

Neo-Cretaceo us 
 

Th e Kuj i gro up, ab out 420m in th ickn ess , over l ies th e Tan oha ta  
g r a n i t i c  m a s s  a n d  t h e A k k a g a w a  f o r m a t i o n  w i t h  a  r e m a r k a b l e  
u n c o n fo r m i t y .   I t  i s  d i vid e d  i n t o t h e T a m a g a w a ,   K u n i t a n  a n d 
Sa wa ya ma format ions in as cend in g ord er .  

Th e Ta maga wa for mat io n b egins with basa l con glomerate ,  an d  
is of bra ck ish t o l it t ora l d ep os its , n ear ly 190 meters th ick .    It is  
comp os ed of con glomerat e, sandston e , oft en cross -b ed d ed , and mud - 
s t on e w ith  rh y o l i t i c t u f f , a m o n g wh ich c o n g lo m er a t e i s p r ed o m i -  
nant n ear th e bas e and th e t op of th e format ion .   Coa l s ea ms a r e 
l o ca l ly e mb ed d ed in s o m e h or iz on s ,  in c lu d in g s o m et imes a mb er .  
Molluscan foss i ls a r e found in t h e b eds succeed in g ab ove th e bas a l  
con glomerat e , an d p lant foss i ls , p oor ly pres er ved , are a ls o con ta in -  
e d  s p a r in g ly .   In  t h e l o w e r  h a l f o f t h e f o r m a t i o n ,   t h e l a t e r a l  
chan ges in l ith o- a nd b iofa cies a r e comparat ive ly conspicu ous .  

The  Kunitan  for mation  cons ists of monotonous ,  nerit ic sed i-  
ments comp os ed ch iefly of med iu m- t o f in e-gra in ed san dston e , int er -  
ca la t in g t w o p er s is t en t s a n d y s h a l e b ed s , a n d is s u b d ivi s ib le in t o 
th e low er ,  midd le an d up p er pa rt s .   Con glo mera t e an d rh yo li t i c  
tu ff , h owe ver ,  are  pres en t in s ma ll a mou nts .   Th e san d y sha l e  
beds occup yin g th e t op s of th e lower and midd le part s ,  r esp ect ively  
are foss i l i ferous , of wh ich th e upp er on e yields Inoceramus japonicu s  
NAG A NO & M A TS UM O TO ,  I . naumann i YOK O YA M A,  Gaudrycera s s p .  
and so forth .    Th e th ickn ess of th e format ion is 165 meters .  

Th e Sa wa ya ma for ma t io n is s equ en ces of strata ,  more than 70  
meter s t h ick ,  t ha t s h ows a con s is t en t r ep et i t i on of s u ch rock s a s 
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con g lom era t e , s and s ton e , mud s ton e an d rh yol i t i c t u ff ,  in t er b ed d in g 
carb ona ceous matt ers .    Th e in t er ca lat ion of tu ff is more fr equ ent  
in th e lower ha lf of th e format ion .   P lant foss i ls occur sp orad ica l-  
ly, bu t n o molluscan foss i ls ha ve b een collect ed yet .  

Th e l i t h olog i ca l an d pa le on tolog ica l e vid en c es in d ica t e th at t h e 
Ku ji group ,  as a wh ole ,  repres ents on e cycle of s ed imentat ion ,  it s  
t h r e e f o r m a t i o n s  c o r r e s p o n d in g t o t h e d e p o s i t s o f t r a n s g r e s s i ve ,  
in u n d a t io n a n d r e gr es s ive p h a s e s ,  r esp e ct ive ly .   T h e a g e o f t h e 
pres en t group is n ear ly ass ign ed t o Uraka wan (Con ia ci an to Ca mpa - 
nian) .  

 

Paleoge ne 
 

Th e No da g r o u p is in t ima t e ly a s s o c ia t ed w i th t h e u p p er Cr e - 
t a c e o u s K u j i g r o u p i n  d i s t r i b u t io n  a n d  g e o lo g ic s t r u c tu r e ,  a n d  
rest s un con formab ly on th e la t t er .  Both groups d ip t o th e n orth eas t  
a t a n gles o f 10 t o 20 d egre es ,  e x cep t n ea r t h e Ku k i fa u lt a lon g 
wh ich th e ver t ica l d isp la cem ent is es t imated a t more tha n 765 me-  
t er s , wh er e s ou th w es t e r ly d ip r ea ch e s a ma x lmu m o f 60 d e g r e es .  
N e v e r t h e l e s s ,   t h e r e a r e a  r e m a r k a b l e d i f f e r e n c e  b e t w e e n  t w o 
g r o u p s  i n  r e s p e c t  t o t h e s e d im e n t a t i o n a l c o n d i t i o n  u n d e r  w h ic h  
t h e s e g r o u p s  w e r e f o r m e d .   T h e N o d a  g r o u p  s ee m s  t o b e n o n - 
mar in e s ed imen ts ,  ab out 340 meters in th ickn ess , and compr is es th e 
Minato and Kuk i format ions .  

Th e Minato for mat io n cons ists of con glomerat e, sandston e, mud - 
s t on e a nd rh yol i t i c t o a n d es it ic t u ff w ith coa l .   Co n glo mer a t e i s  
t h e mos t d omin a n t con s t i t u en t , esp ecia l ly in t h e low er p a r t of t h e 
format ion .    Th e upp er par t in clud es coa l s ea ms wh ich are work - 
able and a va ilab le as a k ey b ed , and conta ins lots of well-p r eserve d  
plant foss i ls , su ch as Osmunda , Sequoia , Metasequoia , Taxod ium, Glyp -  
tostrobus, Equisetum, Geonomites? Musophyllum, Populus, Platanus, Cercid- 
iphy llum , and Viburunum .  Fish s ca les an d Corb icu la ? sp . a r e col -  
lect ed , even th ou gh an ima l foss i ls are very rar e .  

Th e  Kuki  fo r ma t io n  is bu il t up of th e lower pa rt con s is t in g 
mos t ly of con glomera t e, a nd th e u pp er pa rt of sand ston e an d mud - 

s ton e .   Carb on a ceou s mat t ers a r e pres en t .   P lant foss i ls s imi la r  
to th ose from th e und er lyin g format ion occur loca lly .  

P a y in g a t t e n t io n t o t h e ch a n g e o f s ed im e n t s b a s e d m os t ly on  
th e gra in s i ze , on e ca n s a y t ha t f ou r c y c l es of s ed im en ta t i on a p - 
p ea r in t h e group .   Ea ch of th em s ta r t s with an a c cu mu lat ion of  
coa rs er ma ter ia l , and th en end s with f in er on e in wh ich coa l s ea ms  
and t u ff are in clud ed .  Th e fourth cycle is r ecogn ize d in th e Kuk i 
format ion , and th e r ema ind ers are in t h e Mina to format ion .   Th e a g e 
of th e Nod a group is cons id er ed t o b e ea r ly Oligocen e .  

 
Quater nar y 

 
T er r a c e a n d fa n d ep os it s : Th e c oa s t a l t er r a c e is r a th er w id e ly 

d is t r ib u t ed ,  a n d t h e s e ve ra l s t ep p ed t er r a c e p la n es on wh ich t h e 
s e d im e n t s r e s t  a r e d i s c r im in a t e d f r o m t h e d i f f e r e n c e o f a l t i t u d e 
rea ch in g a ma ximu m of s ome 270 meters .  Th e r iver t erra ce and fa n  
d ep os it s are a ls o ob s erved a lon g th e ba nk s o f r i ver s .  In gen era l ,  
s a nd , gra ve l a n d cla y comp ose t h e lo wer p a r t of ea c h d ep os it and 
loa m occur s in th e upp er .  

Al lu viu m : Th e a llu via l d ep os it s are co mp os ed o f sa n d ,  gra vel  
and cla y , an d d e velop a lon g coa st an d r i ver s , esp ec ia l ly Ub e r i ve r  
and i ts t r ibuta r ies .  

 
ECONOMIC GEOLOGY 

 
M a in  o r e d ep o s i t s  o f t h i s  s h e e t - m a p a r e a  a r e ma n ga n e s e o r e 

dep os its emb edd ed in th e Akka ga wa forma t ion .  Oth er  ore  d ep os its  
are p yro-metas omat ic d ep os its .  

C oa l s ea ms a r e f ou n d in t h e Ku j i a n d N od a gr ou p s .     P o or  
ir on sand b eds are in clud ed in th e t erra ce d ep os its .  

 
Manga nese ore 

 
Mos t of th e man gan es e d ep os its in t h is a r ea a r e of s ma ll s ca le ,  

and ha ve n ot b een work ed . Ore d ep os its of th e Nodata ma ga wa min e 
ar e on ly of large s ca le , a nd are on e of th e mos t us efu l man gan ese 
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dep os its in Japan .  
A l l  m a n g a n e s e  d e p o s i t s  i n  t h i s  a r e a  a r e  t h e r m a l l y  m e t a - 

m orp h os ed b y t h e Ta n oh a ta gra n it i c ma ss ,  a n d or e m in era ls a r e 
a l t er ed t o t h e ” Keima n ” ,  n a mely t h e ma n ga n ese s i l i ca t es s u ch a s 
rhod on it e and t ephroit e.    Moreover ,  ore b od ies are turned t o th e 
comp lica t ed forms b y fold in g.  

Th e d ep os its of th e Noda ta ma ga wa min e cons ist of th e Sh imma - 
ida , Misa go and Ka mish iro ore zon es .  Th e ore b od ies of th e Misa g o 
zon e are exp loit ed at present .  Th is zon e has th e elon gation of ab out  
1 ,200 meters in th e s tr ik e-s id e and ab out 450 meter s in d ip -s id e.  Th e 
centra l fold part forms th e b onan za , and th e sh oot t r end s N30ﾟE, and  
dips t o 51ﾟS .  Ore min era ls are p yr ochr oit e, hausmann it e , t ephroit e ,  
rhod on it e, rh od ochros it e, man gan os it e, a laband it e, brau nit e , et c. Ac -  
compan yln g with th e man gan ese ore b od y, uran iferous ores occu r in  
this min e . Th ey ha ve two va r iet ies of mod e of occurr en ce.  On e  is  
in vein l et s a lon g fau lt s an d fr a ctur es , an d th e oth er is in h orn fe l s  
between th e mass ive and band ed ch erts .   Uran iferous  min era l  is  
uranin it e.  

O r e d e p o s i t s  o f t h e K ir im a t s u  a n d  T a m a n e m in e s  w e r e o n c e 
work ed .  Th e chara ct ers of th ese d ep os its are s imila r to th ose of th e 
Nodata ma ga wa min e .  

 
Co pper and other meta ll ic ores 

 
Th e Sh imma id a ore d ep os it of th e Nod a ta ma ga wa min e a nd th e 

or e d ep os i t o f t h e Hu d a i m in e a r e a ls o f o r m ed i n t h e Ak k a ga w a  
forma t ion .  Th ey a r e p yrometa somat ic d ep os its r ep la cin g len t icu la r  
l imes ton es .  

O r e m in e r a l s  o f t h e S h im m a id a  d e p o s i t a r e p y r rh o t i t e a n d  a 
s ma ll a mou nt of cha lc op yr i t e , s pha ler i t e a nd p yr it e .  Ore min era ls  
of th e Huda i d ep os it are ch a lcop yr it e , p yr it e, spha ler i t e and molybd e-  
nit e . Skarn min era ls of b oth d ep os its are grossu lar i t e,  sa l it e,  an d  
ep id ot e .   Both d ep os it s a r e of s ma ll s ca le an d a r e n ot work ed a t  
pres en t .  

Coa l 
T h e  c o a l - b e a r i n g s t r a t a  a r e  f o u n d  i n  a l l  f o r m a t i o n s  o f t h e 

Ku j i a n d N od a gr ou p s ,  e x c lu s ive o f t h e Ku n it a n fo rma t ion .   I n  
t h i s  a r e a ,  t h e c o a l s e a m s  a t t h r e e h o r i z o n s  o f t h e M in a t o f o r -  
mat ion are imp ortant , and  at  man y  p la ces ,  ha ve b een work ed on  
a s ma ll s ca le .  Th e a ct ive m in e is ,  h owe ver ,  on ly t h e Ub e coa l  
min e work in g th e lowest coa l s ea m.  

 
A mber 

 
Th e a mb er fr o m t h e Ku j i gr ou p h a s b e en k n o wn a s  “ Ku j i -n o - 

kurin ogo” .  I t is conta in ed oft en in carb ona ceou s mud ston e ,  s ome - 
t im e s  i n  m u d s t o n e a n d s a n d s t o n e .   T h e o c c u r r e n c e  o f a m b e r  i s  
c o m m on i n t h e Ta ma ga wa f o r ma t i on .  In t h e a r ea o f t h is s h e et -  
map , n o work in g a mb er min e is s een n owada ys .  
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